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1.は じめ に

近畿 大学 では平 成21年 度現 在、第 二外 国語 の科 目 として、ドイツ語 ・フ ランス語 ・中国語 ・

韓 国語 ・スペ イ ン語 ・イ タ リア語 が 開講 され てい る(ス ペ イ ン語 ・イ タリア語 は現在 法 ・

文芸 学部 のみ 開講)。 第二外 国語科 目は、後 述す る ように学 部 に よって取 得可 能 な単位 数

が4～6単 位 と異 な り、開講 されてい る科 目数 も異 なる ものの 、多 くの学部 で は入 門か ら

応 用 まで 、計10科 目(10単 位)が 開講 され てい る。 また、 これ らの外 国語科 目 と相互 補

完 す る形で 、当該 外 国語 の歴 史 的 ・文化 的背 景や 、 日本語 と比較 対照 す るこ とでその外 国

語 の性 質や文 化的 な相違 を講 じる、共通 教養 科 目 「国 際化 と異文 化理解 」が 全学 で開講 さ

れてい る。

た だ し、本学 の 第二外 国語教 育 は上記 の正規 カ リキ ュ ラムだ けで展 開 されてい るので は

ない。本学 で第 二外 国語 を履 修す る手段 と しては 、語 学 セ ンター におけ る講 座や 、中国語 ・

韓 国語 の短期留 学制 度、 第二外 国語 学習相 談室 が設 け られ てい る。 よ り高度 な外 国語力 の

習得 を 目指す学 生 は、正規 の カ リキュ ラム以外 に、 これ らの学 習支 援 を活用 して 、就 職 に

も役 立つ 、実用 的 な第二 外 国語力 を身 につけ る ことが可能 であ る。

この よ うに近 畿大学 の在 学生 は、正 規 の カ リキ ュ ラムや種 々の学 習支援 の 中で、 各 自の

選択 した第二外 国語 を学 ぶ こ とがで きるが、外 国語 の習得 にお い て教 室 とい う場 は限定 さ

れ た学 習 の機 会 を提 供す る にす ぎない こ とも事 実で ある。外 国語 はい わば「生 き物」であ り、

教科書 や録 音 され た教 材 だけで な く、実際 にそ の外 国語が 日常 的 に話 されてい る空 間に 身

を置 くこ とは、 習得 に大 きな助 け となる。 その手 段 の一つ と して短期 留学 の制 度 を設 けて

い るが、時 間的 ・経済 的 な理 由 や、募 集者 数 に限定が あ る ことか ら、参加 で きるの は ご く

一・部 の学 生 にす ぎない
。 本学 の特 色 あ る英 語教 育 の一 つ に、近 畿大 学 英語 村e-cubeが 挙

げ られる。 第二外 国語 の教育 にお いて も、e-cube同 様 の機 能 を果 たす、 日本 にいなが ら外

国語が 日常的 に使 われて い る空 間 を提 供す る ことが求 め られる。

昨 年度 の 平成20年 か ら、第 二外 国語 の教 員 を 中心 に、 英語 の教 員 の 支援 を受 けつ つ、
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日本 人学生 と留 学生 の交流 を 目的 とす る活 動 を展 開 した のは、 以上 の ような理 由に基 づい

て い る。具 体的 内容 として は、前期 に 日本 人学生 と留学 生 との交流 会で あ る、『パ ー トナ ー

シ ップ』 を開 き、後 期 には 日本 人学 生が留 学生 のパ ー トナー に よる支援 を得つ つ、 中国語

もし くは韓 国語 を用 い て ス ピーチ を行 う、 『こ とばの フ ェス テ ィバ ル』 を開催 した。 これ

らの活 動 につい ては、昨 年本 誌 に報 告 として、魏穂 君 ・酒勾 康裕 「学生 交流 か ら始 め る国

際化 一第二外 国語 の履 修学 生 を対 象 と した教 育交流 活動報 告」 を掲載 した。

本年 度 も教 育交流 活動 として、学習支 援 プロ グラム委員 会主催 の 、第2回 『パー トナー シ ッ

プ』 及 び 『ことばの フ ェステ ィバ ル』 を開催 した。本稿 で は本年 度 の これ ら活動 の報告 を

行 い、併せ て本学 にお ける第二 外国語 教育 のあ り方 につ い て若 干 の検 討 を行い たい。

2.教 育交 流活動 の概要

第2回 「パ ー トナー シ ップ』 及 び 『こ とば の フェステ ィバ ル』 の、①企 画意 図及 び 目的

につい ては、前 号 の報告 と同様 なので、 ここでは本 年度 の、② 実施 内容 、③反 省点 につ い

て記 す。

2.1第2回 『パ ー トナ ーシ ップ』実 施内容

① 企 画意 図及び 目的

本学 の 日本 人学 生 と留学生 が 出会 い、交流 で きる きっか け を提 供 し、本行事 を通 じて学

生 間の 白主 的か つ積極 的 な交流活 動へ と展 開す る ことを 目的 とす る。前 号 の報告 を参照 の

こ と。

② 実施 内容

・日時:2009年7月1日(水)15:00～17:00

・場所:11月 ホ ール地下1階CafeteriaNovember

・当 日の流 れ

ア.受 付 後 、サ ン ドウィ ッチ と飲 み物 を受 け取 り、待機

イ.開 始の案 内、 ルー ル説 明

ウ.学 生 同十 の挨拶 と名刺交 換 、 フリー トーキ ング(留 学生 の母 語 をで きるだ け使 用す

る ように促 す)

エ.外 国語 及び 日本語 の早 口言 葉 を用 い たゲー ム

オ.引 き続 き、学 生同十 の フ リー トーキ ン グ
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・参加 人数及 び内訳:86名

*2008年 度 の第1回 は71名

*教 員 の参加 者 は10名

表1参 加学生数 (名)

鱒
磁
繍
の

謎
鱒
鋤

一

事前申し込み 当日申し込み 合計

日本人学生 51 一

51

留 学生* 31 4 35

82 4 86

*留 学生には別科生も含む

表2参 力口学生の学部内訳(日 本人学生のみ)(名)

学部 人数 学部 人数

法 11 文芸 22

経済 3 理工 5

経営 10一

表3履 修したことのある外国語(複 数回答、日本人学生のみ)(名)

ドイツ語 2
一一一一一一

スペ イ ン語 3

　　

フラ ンス語 4 イ タリア語 3

中国語 14 英語 20

一

韓国語 21

一 一

表4留 学生の出身地 (名)

中国 18 韓国 7

台湾
⊥

9 ドイ ツ 1

③ 反 省点

・空 間の確保

参加 者数 が昨 年 を大 き く超 えた点 は喜 ば しい。留学 生 との交 流 を求 める 日本人学 生の

数 は多 く、 実 は参 加希 望者 は募集 枠 をは るか に超 えてい たの だが 、会場 の収容 人数 に限

界が あ るため 、 この 人数 で募集 を打 ち切 った。 参加 者 数が 多 いほ どい い わけで な いが 、

今後 も参加希 望者 は増 え るこ とが 予想 される。 開催 の方式 も含 め、 会場 につ いて は再 検

討 すべ きであ る。

・開催 時間の再検 討

関係教 員 の授 業時 間 に重 な らない時 間帯 に 開催す る ため、 水曜 日の 午後 、4時 限か ら
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表5発 表学生の内訳及び観客数

発表言語 発表人数(名) 学部内訳(名)

◎

一
◎

難
◎
蕊

ドイツ語 4 経済1文 芸3

中国語 5 法2経 営2文 芸1

韓国語 4 経営1文 芸3

日本語 2 経営1留 学生別科1

タ イ語*
　一

1 理工1

*タ イ語 につ いて は審査員 が いない ため、特 別枠 と して参加

観客 約50名 約50名 教職員も含む

・発表 内容 の審査

ドイ ツ語 、 中 国語 、韓 国語、 日本 語(英 語 の教 員 が担 当)の 審査 員 各2名 、計8名 が、

担 当言語 につ いて は語 学面 か ら、担当 以外 の言語 につ いては態 度面 か ら審査 。

・結果

1位:文 芸学 部3年 生(ド イツ語)2位:法 学部3年 生(中 国語)

3位:経 営学 部1年 生(日 本語)*

特 別賞:文 芸学 部1年 生(中 国語)*・ 文 芸学 部3年 生(韓 国語)

*3位 の経営 学部 生 は留 学生 、特別 賞の文 芸学 部生 は中国外 国語外 国文 学専攻 中国語 ・

韓 国語文 化 コースの在 学生 。そ の他 は第二外 国語 として各言語 を習得 した学 生

③ 反省 点

・準 備 時間の確 保 とパー トナ ー との連携

昨年 度 よ り時 間的 に余裕 を持 って参加 を呼 びかけ、練 習 に充分 な時 間 を確 保 で きるよ

う計 らった。 そのお か げか、ス ピーチ の水準 は格段 の向上 を見 せ、入 賞者 は学外 のス ピー

チ コンテ ス トに も充分 参加 で きるパ フ ォー マ ンス を見 せ た。そ の一方 で、準 備 に充分 な

時 間 を割 けなか った と思 わ れる発 表者 もい る。パ ー トナ ー との連 携 の強化 も含 め、準備

に さらに時 間をか ける こ とが期待 され る。

・言語 の よ り一 層の 多様化

中 国語 と韓 国語 の ス ピーチ に 限 られ てい た昨年 度 と異 な り、本 年 は ドイッ語、留 学生

の 日本語 、 さらには タイ語(審 査外)の ス ピー チ まで加 わった。 本学 の第二 外 国語 科 目

には、他 にフ ランス語 ・スペ イン語 ・イタ リア語 があ り、 これ らの言語 による参加 者 も
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期待 され る。パ ー トナー を組 む留学生 の入 学が期待 され ると ころであ る。

・開催 場所 の検討

今 回使用 した多 目的 ルームで は、プロ ジェ クター を使用 して原稿 の 日本語 訳 を掲 示 した。

ス ピーチ の 日本語 訳 を要約 して配 布 した昨年 と異 な り、観衆 は内容 を確 認す るため顔 を下

げ る必要 が な くな り、発表 者の態 度 も含 め充分 に鑑賞 す る ことがで きた。 第二外 国語 を学

ぶ学 生 たち に とって大 きな刺激 に なった と思 われ る。 た だ し、理 工学 部 の建物 内に ある多

目的ル ーム は、会場 と してはや や 目立た ない場所 で あ る。 この刺 激 を よ り多 くの学生 に分

か ち合 って もら うため に は、よ り観 衆の集 ま りやすい 開催場所 を確 保すべ きだ と思 われ る。

3.第 二外 国語教 育 における教 育交 流活動 の位置 づ け

本学 で 第二外 国語 教育 の学 習 支援 の一 環 として、 『パ ー トナー シ ップ』 及 び 『ことば の

フ ェステ ィバ ル』 を開催 した経 緯 につ いて は、前号 の報告 に詳 しい。 この活動 を開始 した

目的 の一 つ は、初級 段 階 を終 え、「学 ん だ言葉 を教 室 の外 で も使 いた い」、 「学 んだ言 葉 で

言 葉 の背 量 にあ る文化 に触 れたい」 とい った希 望 を抱 く学習 者 に、本学 で学 ぶ留学 生 との

交 流 の場 を提 供す る、 とい うこ とであ り、 もう一 つ は、本 学 で 日本語 や専 門 を学 んで も、

なか なか 日本人学 生 と親 しくな る機 会 が ない留 学生 に、 日本 人学生 との交流 の場 を提 供 し

よう、 とい うものであ る。 これ に よって、第 二外 国語 の習得 が、教 室 で教員 か ら教 え て も

らう段 階 を終 えて、学生 が 自 ら習 得の 目標 を設定 し、主 体的 に学 び始 める段 階へ と進 む こ

とを期待 してい る。

上記 の 目的 を設 定す る前提 には、本学 で 第二外 国語 を選択 し、一定 の カ リキ ュラム を修

了 した学生 が、 すで に第二外 国語 の習 得 におい て一定 の段 階に達 してい る、 とい う現状 が

あ る。語学 教育 部で第 二外 国語教 育 に従事す る教 員 は、本学 に おけ る第二外 国語教 育 の充

実 を 目指 して、 数年来教 育 の改革 や研 究の推 進 に努め て きた。具 体的 な改革推 進 の場 とし

て、 第二外 国語教 育研 究会 を結成 し、 年二 回の例 会 を開催 、 また語学教 育部 が年 一回 開催

す るシ ンポ ジウムで も発表 す るな ど、第二外 国語 教育 の理念 と方 法 につい て、 くり返 し討

議 を重 ね て きた。

この結果 は、 参考文 献 に記 した各種 の報告 と して公 表 されて い る。 第二外 国語教 育 の理

念 につい ては、山取(2005)や 同(2008)で 提示 し、また現状 と今 後の方 向性 につい ては、

李(2007)・ 大西(2006)・ オ ス トハ イ ダ(2007)・ 魏(2008)な どで議論 を展 開 して きた。

初 修 とい う第二外 国語 の性 質 と、これに対応 した教授 法 につい て は、李(2005)・ 好並(2009)

に実践 的 な取 り組 みの報 告が ある。教 科書 の作成 につ いて は大 西(2008)の 検討 に基づ き、
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本学 仕様 の 中国語教 科書 を作 成 した(大 西 ・魏 ・大 東 『自己表現 を高 め る 自分 の こ とば

で 中国語』光生館 、2008年)。 また第二外 国語教 育 と専 門教 育 の接 点 につい て は、大 西(2005)

や魏(2007)で 検 討 して きた。

これ らの理念 や方 法 に関す る討議 に基 づ き、本学 の 第二外 国語 カリキ ュラム の改革 や学

習 支援 制度 の整 備 に取 り組 んで きた。 カ リキ ュラ ムにつ い て具体 的 に見 てみ よ う。 まず 、

現在 本学 で卒業 時 に認 め られ る第二外 国語の 単位 数 を、医学 部 を除 いて確認 す る と、 以下

の通 りで あ る。

表6単 位 数(平 成21年 度)

繭
幽
繍
の

灘
勲
爾

学部
外国語

卒業に必要な単位数

第二外国語英語
卒業時に認められる卒業に必要な単位数

単位数

経済 22 166

経営 16 106

法 18 144

文芸 12 84

理工 14 104

薬 12 84

農 14
-一 一 　 一一 一

104
-　

生物理工 12 84

医学部 を除 く各学部 で認 め られ る単位 数 は4～6で 、これ は週1コ マの授 業 を2年 間(計

4単 位)、 も し くは、1年 次 で週1コ マ、2年 時 で 週2コ マ の授 業(計6単 位)を 履 修 すれ

ば取 得可 能 な単 位 数で ある。 実際 には 、卒業 時 に認め られ る単位 数以 上 に、第二 外 国語の

科 目を もっ と多 く受講 した い とい う学生 は 、数多 く存在 す る。

その ため、現在 本学 の本部 に所在 す る学部 の うち、薬学 部 を除 く各学部 に は、計10科 目、

10単 位分 を設 置 して い る。 カ リキュ ラムは以 下 の通 りであ る。

表7本 部 開講の 基幹 ・発展科 目(す べ て半期 で1、 通年 で2単 位)
一 一 一 　 一 一 一 幽

科 目名 一一年 生 二年 生 三年生 四年生

○一一総 合1,2 -一 一 一一一一

総 合3,4

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン1 ,2
一一一 一一一 一 一一 一一一

○

○
一 一 一 一

一 一一

一 一 一 一 一

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン3,4 。1
_一_..一 ユ ー一_

○
一一 一一

カ ル チ ャ ー セ ミナ ーA,B-一一一一一一
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6単 位 取得 可 能 な経 済 学部 の学 生 を例 に とる と、1年 次 に総 合1,2を 履修 した学生 は、2

年 次 に総 合3,4を 、3年 次 で カル チ ャー セ ミナ ーABを 履修 す る こ とで、3年 間連続 して

週 に1コ マの 第二外 国語 を履修 す る こ とが可 能 であ る。 あ るい は、2年 次 で総 合3,4及 び

コ ミュニ ケー シ ョン1 ,2と 、週 に2コ マ を履修 す る こ とも可 能 であ る。実 際 には、 これ ら

の科 目を履修 す る過 程 で、 よ り高 度 な第 二外 国 語 を習 得 した い と考 え る よ うにな った 学

生 は、学 習 の機会 を求 め、卒 業 に認め られ る単位 数 を超 えて、 コ ミュニケ ーシ ョンや カル

チ ャー セ ミナー な どの発展 科 目を履修 して いる。

学 生の もっ と学 びた い とい う期待 に応 え、大 学入学 後 に新 た に触 れ は じめ た外 国語 を実 用

的な レベ ル まで 向上 させ るサ ポ ー トの 手段 として、 カ リキュ ラム と対応 す る形 で、 さま ざ

まな学習 支援 を整備 して きた。 主 な もの は以 下の 通 りで あ る。

① 語学センターで検定対策など実用的な科目を設置

② 中国語 ・韓国語の短期語学研修を開催

③ 第二外国語サロン(学 習相談室)を 設置

以上 の数年 来の取 り組 みの結 果、本 学の各 学部 におい て第二外 国語 を、単 に単位 の ため、

あるい は教養 や趣 味 の一つ としてで はな く、就職 活動 にお いて 資格 と して役 立 てる、一 年

以 上の留 学 を経験 し、社 会 人 となっ てか ら第二外 国語 を使用 す る実務 に従事 す る、 も しく

は大学 院進学 の際 の専攻 と して選 択す る、 とい った水準 まで修得 す る学 生が 、毎年 数十 名

単位 で生 まれる ように なった。

この現 状 を さ らに発展 させ た い とい うの が、 国際化 を 目的 とす る教育 交流 活動 を始 めた

動機 で あ る。 第二外 国語 教員 の作 成 した カ リキ ュ ラムが機能 し、所 期 の 目的 を達 しつつ あ

る現状 か ら、 さ らに一・歩 進 んで 、教 員 の指導 に基 づ く個 別 のケ ース と して では な く、学 生

同十が 刺激 し合 って成 長す る段 階 まで 高め る手段 として、 『パー トナー シ ップ』 と 『こ と

ばの フェ ステ ィバ ル』 の企画 に至 っ たので あ る。 資料編 の参加 者 の感想 か らは、彼 らが教

室 とい う枠 をは るかに超 えて第二 外 国語 を学 びつ つあ る様 子が 読み取 れ るであ ろ う。

前述 した よ うに本 学 には 、英語 ネ イテ ィブ とふ れあ う空 間 と してe.cubeが あ るが、 こ

れは ネイテ ィブ ス タッ フの 人的資 源 を大 学外 に求 めて い る。 第二外 国語 の うち アジアの言

語 につ いて は、一 定数 の留学 生が在 学す る本 学で は、大 学内 に人 的資源 を求 め るこ とが可

能 であ る。 また本 年度 は、留 学生 別科 に ドイツ語 圏か らの留学 生 が在籍 して お り、 ア ジア

の言語 だ けでな くヨーロ ッパ の言語 も交 流対 象 とす るこ とが で きた。 これ らの人的 資源 を

劉0



生 か し、 日本 人学生 と留学 生 の交流 活動 を通 じて、教 室 の外 で、 しか も学 生 同士 が刺 激 し

合 って、自主 的 に学 ぶ環境 が 、『パー トナ ーシ ップ』 及び 『こ とばの フェ ステ ィバ ル』 に よっ

て生 まれつ つ ある。第 二外 国語教 育 の カ リキ ュラ ム、学習 支援 が、本 学 の国際化 の一 つの

柱 となって い るこ とが理解 で きる だろ う。
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4.む す び

最後 に、 『パ ー トナ ー シ ップ』 に して も 『ことば の フェス テ ィバ ル』 に して も、 本学 に

在 学す る留学 生 の存在 があ って は じめ て成 り立つ 活動 であ る こ とに、 注意 を促 したい。特

に 『こ とば の フェステ ィバ ル』 は、一 見ス ピーチ コンテス トの よ うで あ るが 、実 はそ うで

はない。 この イベ ン トに参加 す るため に、 日本人学 生 は留学 生 と、留学 生 は 日本 人学生 と

パ ー トナー とな り、発表 に向 けて原 稿 のチ ェ ックや発音 の練 習 を く り返 す。 この活 動の主

要 な 目的は、 実 はイベ ン トそ の もので はな く、 イベ ン トへの参 加 を通 して 日本 人学生 と留

学生 が密接 に交流 し、言語 だ けで な く異 な る文 化 的な背 景 を持 つ 人 と交 際す る ことの意味

を理 解す る点 にあ る。 国際化 とは 、教 室 で外 国語 を強制 的 に学 ばせ る こ とで はな く、学生

が学 び たい言語 を主体 的 に選択 し、 さらに学 んだ言 語 を用い て実際 にそ の国 の人 と密接 に

接 し、そ の国 の文化 や言葉 を もっ と知 りたい と積極 的 に考 える ように なる こ とか ら始 まる

だろ う。

まず は何 よ りも、 参考 資料の 、参加 者 のス ピーチ 原稿及 び参加 者 の感想 を読 んで いた だ

きたい。参 加学 生の うち文 芸学 部の 中国語 ・韓 国語 文化 コー スに所属 す る学生 は、 わずか

に2名 に過 ぎない。 この2名 、独学 で タイ語 を習 得 した1名 、留学 生 の2名 を除 く、11名

の参加 者 は、すべ て 第二外 国語 と して ドイ ツ語 ・中国語 ・韓 国語 を選 択 し、学 び始 めた学

生で あ る。 教室 での学 習時 間(最 大 で通年5コ マ)を 考 える と、そ のス ピーチ の水準 に は

驚 くべ き ものが あ る。学生 が 自 らの意 志 で学 び、留学 生 との協 力関係 を築 くこ とで 、 これ

だ けの水準 に達す る こ とがで きるの であ る。

現在 本学 の、 本部 ・農 ・医 ・生 物理工 の 全学部 で 、一年 次か ら第二 外 国語 を一 科 目選択

で きる。大学 に入 って新鮮 な気 持 ちで、自身の好 みや趣 味 に従 って、新 しい言語 を選択 し、

学 び始 め る。そ こに教員 か らの少 しの働 きか け、刺 激が あれ ば、学生 は主体 的 に学 んで い く。

今 回の活動 を見 、資料 の原稿 や 感想 を見 れば、 第二外 国語 を一 年生 で、 わずか週 に1コ マ

で も選 択 で きる ことが、 いか に学 生 た ちの 可能性 を広 げ る ことにつ なが ってい るか 、理 解

で きるだ ろ う。 一年生 が週 に1コ マ の第二 外 国語 を選 択 で きる ことに は、実 は1コ マ 以上

の重 みが あ る。今 後 も全学 で この カ リキ ュ ラムを維持 し、 さらに種 々の学 習支援 活動 を通

学生交流か ら始める国際化 その22翻
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じて 、学生 たち に学 ぶ機会 や刺激 を提供 してい きたい。
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資料編

第2回 『パ ー トナ ー シ ップ』 ア ンケ ー トの結果

第2回 『ことばの フェ ステ ィバ ル』発 表原稿 、原稿 の 日本語 訳、発 表者 の感想

*発 表者 名等 は伏せ た。 〔 〕 は執 筆者 注。

第2回 『パ ー トナ ーシ ップ』 及 び 『こ とば の フェステ ィバ ル』 の写 真

纈
繍
幽

鑑
璽
鋸騒

1.第2回 「パ ー トナー シ ップ』 ア ンケー トの結 果

1.1回 答者の 学部

(名)

学部 人数 学部 人数

法 6 理工 2

経済 4 別科 2

経営 7 未記入 3

文芸一 17

1.2履 修 して いる(履 修 した ことのあ る)外 国語

独 仏

一一一一

中

2 4 14

(名)

Ill⊥ 「劉⊥「⊃一
*複 数回答含

1.3出 身 国(留 学生)

(名)

中国 韓国 ドイツ

4 1

　

1
　

1.4第1回 パー トナー シ ップへの 参力口の 有無

(名)

塑ヨ
参㌍1

学生交流か ら始める国際化 その2烈3
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1.5参 加理 由

・いろい ろな 国の人 と友 達 にな りたか ったか ら

(名)

・教 員の勧 め

・友 人 の誘 い

・留 学生 と話 してみ たか った

・昨年参 加 して、韓 国人 の友達が た くさんで きた(楽 しか った)の で

・楽 しそ うだか ら

・留 学生 と話 を して、積極 的 にな りたか った

・交流 が好 きだか ら

・韓国語 を活 か して友達 を増や した かっ た

・昨年参 加 した学生 か ら楽 しかった と聞い た

・掲示板 を見て

・この ような経 験 は大事 だ と思 っ たか ら

・前 同参加 で きなか った

・無 回答

1.6参 力口してみて 良か った点

・い ろい ろな留学 生 と話 せ た

14

9

5

4

2

2

1

1

1

1

1

1

1

2

(名)

・友達 が た くさんで きた

・面 白 か っ た

・韓 国語 で話せ て よか った

・日本人 で他国語 を使 い こなせ てる人の姿 を見 て感心 した

・ご飯が おい しい

・みん なパ ワフルです ごい

・無 回答

18

12

3

2

1

1

1

3



1.7今 後 への期 待、 改善点

・会場 を広 くしてほ しい

(名)

14

3

2

2

1

1

1

1

1

1

1

髄
O
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・エ ア コ ンが効 くように してほ しい

・英語 圏
、イ ン ドネ シアの留学 生 も呼ん でほ しい

・ゲ ームの 時間 を もっ と取 ってほ しい

・時 問を長 くして ほ しい

・お弁 当 を もっ とお い しくしてほ しい

・これ か ら もいろ いろ なこ とを続 けて ほ しい

・中国語 、韓 国語 に偏 りが ち

・引 き続 き来年 も開催 して ほ しい

・留 学生 とそ うでな い人の名札 の色 を変 えれ ば分か りやす い

・人数制 限

2第2回 『ことばの フ ェステ ィバル』 発表 原稿 、原稿 の 日本 語訳 、発表者 の感想

21法 学部3年 中国語

《中 文利 我 我 利中 文的 斤始是"吃 葡 萄"!?》

大家 好,我 是近 畿 大学 法律 系{年 級 的○ ○○ 。

竹く伯 所這速 ノト鋭 口令没 有?

"吃葡 萄不 吐葡萄 皮
,不 吃葡 萄到吐 葡萄 皮"

我 去加 掌 大留学 的 日寸候,北 京 人 的朋 友突 然 対我 現的 続 口令。 我学 英 培学 ∫{一年 ∫,

可是 我的 英悟 晩得真 不流 利。那 ム,我 人学二 年扱的 困候,力 ∫提 高我的 英悟能 力去 留学

了。 吋 同久 了,漸 漸地 我 也 可以恨流 利地 現英 悟了。 我 毎天眼 朋 友用 英 悟柳天,我 的 北京

人的 朋 友○ ○突 然 告訴我"吃 葡 萄 不吐葡 萄皮,不 吃葡 萄到 吐 葡萄 皮。"我 没 想到 在加 掌

大 所到 中 文。 我 虫然理 解"吃 葡 萄",不 冠 却不 横他 的 川法 。然 后,我 笈 覚迭 是件 恨好 的

事。"喚,是 速 祥口阿!我 現 在的 」不境 是 可以培 葬我 的 中 文能 力!!"実 防,室 友 有一一一ノト北 京

人的 女生,同 学 有台湾 人吻 、プ`奈人 、西安 人等 等。迭 祥的 圷境 是恨 誰得的 机会,所 以我

次定r"在 加 掌 人我 一一辺学 英 悟一辺学 中 文。"

我 毎天継 鋏 要求朋 友教我 中 文。他 佃 不但没 有逃避 教我 中 文,反 而欣然 接受。 如果我

有不 横的 単 司和 文法,他 イ「J会排 命地 教我 到 明白 力IL。 我 銀 他イ円一一・起 去玩 的 吋候,我 尽

力眼 他イ「J用中 文吋 活。 在速 祥 的圷 境 之 ド,我 也変 得 会活 中 文 ∫。在 加 掌 人学>J英L吾 同

学生交流から始める国際化 その22裾
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吋,也 接 触了不 小 中 文。我 的朋 友対我 現,"称 現 得越 来越溜 了,"我 完 全所 不憧。 寸同 之

后,朋 友才 対我 現 明。迭 句 晒的 意思 是"称 虎得 越 来越 流利 了。"井 告L斥我"速 是 北京 的

悟 言。"我 ∫解 到原来 迭就是 中 文里的 方 占冴。

大家有 没有 因力什 ム 事而 有国i3示交流 的机 会呪?我 是在所 到"吃 葡萄"速 句 活后,汗

始学 中文,和 国防 交流。杁 今以 后,我 也要継 嫉学外 悟,利 恨多 国防交 流。

謝謝 大家胎 所。

「中国語 と私 きっか けは ブ ドウを食べ るこ とだった1?」

み な さん、 こんに ちは1

私 は近畿大 学法 学部3年 生 の○○○ です 。

み な さん は、今 まで にこの言葉 を聞 いた こ とが あ ります か?

「吃葡萄 不吐葡 萄皮,不 吃葡 萄到 吐葡萄 皮」

これは 、私が カナ ダに留学 してい た頃、北 京 人の友達 が突 然 、私 に言 って きた早 口言

葉で す。 カナ ダへ は四 カ月間英語 を勉 強 しに行 きま した。英 語 は中学校 か ら長い 間勉 強

して きま したが 、 なか なか 日常 会話 を流暢 に話す こ とは で きませ んで した。そ こで、 私

は大 学2年 の 時 に初 めて語 学留 学 しま した。英語 は長年勉 強 してい る こ ともあ って 、話

せ ば話す ほ ど、 どん どん話 せ る よ うに なって行 きま した。そ の ように 日々、英語 だけで

暮 ら して い る中、私 の友 達○ ○ がい きな り 「吃葡 萄不 吐葡 萄皮,不 吃葡 萄到 吐 葡萄 皮」

と言 って きたので す11私 は、 ま さか カ ナダで 中国語 を耳 にす る とは思い もしませ ん

で した。 「吃葡 萄」 とい う言 葉 は理解 で きた ので すが 、他 の こ とは理解 で きませ んで し

た。 そ こで私 は素 晴 らしい こ とに気 付 きま した。「そ うか1私 の今 の環境 は中 国語 も

勉 強 で きる環境 なの だ1」 と。実 際、 ルー ム メイ トに も北京 人 の女の子 もいた し、同 じ

クラス に台 湾 人、広東 人 もい ま した。 これ はせ っか くだか ら、英 語 も勉 強 しなが ら、 中

国語 も勉強 して しまお う1と 決め ま した。

毎 日、私 は 中 国人 の友 達 に 中国語 を教 え てほ しい1と お 願 い しつづ け ま した。 彼 ら

は、い や とい うこ とは な く、 む しろ喜 ん で教 え て くれ ま した。 文法 も単語 も分 か らな

い とこ ろは、 分 か る まで一 生懸 命 教 えて くれ ま した。 私 は、彼 ら と一 緒 に遊 びに行 く

と き、 自分が 話せ る表現 は 中国語 で話 してみ る とい うこ とをひたす ら続 け ま した。 そ う

や って挑戦 してい くうち に、 だん だん と中 国語 も話せ る ように な って きま した。私 は 、

カナ ダに英語 を勉 強 しに行 ったの で はあ るが 、つ いで に中 国語 まで習得 で きて しまい ま

した。 以前 よ りうま くなっ た私 の 中国語 に対 し、私 の友 達 が 「称 現越 来越liu(だ ん だ
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ん流 暢 に な って きた ね)」 と言 わ れて 、意 味 が分 か らなか った ので 「ど うい う意味?」

と尋 ね る と 「称 虎越来 越流 利的 意 思(だ んだ ん流暢 にな って きた とい う意 味 だ よ)」 と

説明 した後、 「これ は北 京 の言 葉 です」 と教 えて くれ ま した。 私 は、 中国語 の 方言 とい

うの を実感 で きて とて もうれ しく思 い ま した。

み な さんは 、 どの ような こ とが きっか けで 国際交 流 を して きま した か?私 は 「ブ ド

ウを食べ る」 とい う言葉が きっか け とな り、 中国語 を勉 強 し続 け、国際 交流 がで きるよ

うにな りま した。 これか らも、外 国語 を勉 強 し続 け、 国際交流 も多 く続 け てい きたい と

思い ます。

御清 聴 あ りが とうご ざい ま した。
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〈感想 〉

私は 、英語 の語学 留学 中 に中国語 を学 ぶ機 会が 多か った ので 、それ を も とにス ピーチ

を考 えま した。 は じめ か ら中国語 で書 くほ うが良 いか も しれ ませ んが 、不慣 れ だっ たの

で、 まず 日本語 か ら作 りま した。 は じめ に作 った ス ピーチ を 自分で 読み 直 して み る と、

どう も味気 が な く、印 象 に残 らな い よ うなス ピー チだ な と 自分 で感 じま した。 そ こで、

聴 衆が 聴 いて い て 「面 白い1」 と思 え る よ うな構 成 で分 か りや す い表現 を考 え ま した。

イ ンパ ク トを与 える とい う意 味 では、早 口言 葉 を最初 に もっ て きた のは 良か ったの で は

ないか と自分 で思 い ま した。

日本 語で ス ピーチ を完成 で きたの で、 あ とは中国語 に翻 訳す るだけ なのです が 、そ う

簡単 な もの ではあ りませ んで した。そ こで 台湾 人のパ ー トナー にお手伝 い してい ただ き、

私が 表現 した いニ ュア ンス を説 明 しなが ら中 国語 のス ピーチ が出 来上が りま した。 そ の

後 、○ ○先生 に文法 や表 現 を確 認 してい ただ きスピーチが完 成 しま した。

ス ピー チの 内容が どん な に良 くて も、話 し方 が相 手 の興 味 を引 き、 印象 に残 る話 し方

を しな ければ 、良い ス ピーチが 台無 しで す。 そ こで、私 は発音 には 自信 が あっ たので 聞

き手が興 味 を引 い て くれ る ように問 いか け を した り、問 を置 い た りして 表現 しま した。

当 日は一 番手 で緊張 す る間 もな く自分 の出番 に な りま した。 しか し、い ざみん なの前 に

立 つ といっ きに緊張 しま した。 しか し焦 るこ とな く、 自分 ら しい表現 がで きた と自負 し

てお ります。

また、 私 は こ とフ ェスの 内容 と同 じ もの で、JAL主 催 の 中国 語 ス ピー チ コ ンテ ス ト

に出場 しま した。 こ とフ ェ スで の反 省 を踏 まえ なが らで きたの で 良 い経験 にな りま し

た。 こ とフェスで は2位 に入賞 す る ことがで き非常 に うれ しか ったです。 そ の後のJAL

学生交流から始める国際化 その2烈7
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私 の 名前 は、○○○ ○ です。 よろ しくお願 い します。

私 は4回 生 で、就 職活動 を終 えま した。私 が選 んだ業 界 は、「飲 食業」 で した。 「飲 食

業」 を選 んだ とい うよ りは、私 の夢 を聞 き入 れて くれ た企業 で、経営 者 の理念 に共 感す

る ところが 多か った とい う理 由です 。

その企業 は、私 の夢 で あ る 「海外 店舗事 業」 を して いて、 中国 、 タイ、 シ ンガポ ール

には、す で に出店 してい ます。 そ して、 私が 出店 した い国 は、「韓 国」 です。 「なぜ韓 国

を選 んだ のか」 につい て、お話 します。

私 は、 昨年 の夏、大 学 の研修 に参 加 し、初 めて 、韓 国 に行 きま した。 それ まで は、実

は、韓国 に対 して、 あ ま り良 い イメー ジを持 ってい ませ んで した。

研 修 では、現 地 の大学生 た ち と歴 史博物 館 巡 りを した り、 買い物 に行 った りして、今

までの イメー ジが、 ガラ っ と変わ りま した。

学 生 たち と接 してい て思 ったのが 、好 きなテ レ ビ、歌 手、異 性 の話、歴 史の認識 も含

め 、「感覚 が似 てい る」 とい うこ とで した。話 してい る と、相手 が 韓 国人 だ とい うこ と

を忘 れて しまうほ どで した。

また、 印象 的だ ったの が、安 重根 記念館 に行 った時 の ことです。 そ こで、私 た ちの先

生 が、安重 根碑 に対 して、敬意 を込 め て一礼 され たの を見た 時、 そ して韓 国 と日本 の子

孫 た ちが 、そ の場 に居合 わせ てい る とい う状況 に、深 く考 え させ られ る ものが あ りまし

た 。

「無関心 、無 知 ゆえの思 い込 み は、怖 い な～」 と思い ま した。「もっ と距 離 を縮め る余

地 があ る1」 と確 信 した瞬 間で もあ りま した。

また 、学生 た ちや 街の 人 たち を見 て いて思 った こ とが あ ります。 韓 国の女性 は、精 神

的 に 「強 い」 とい う印象 を受 け ま した。 また、そ の女性 を肉体 的 に強 い男性が 「守 って

い る」 とも感 じま した。 これは 、私の思 い込 みです か?(笑)

学生交流か ら始める国際化 その2議9
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韓国 も日本 も経済 的 に発展 しま した。 その代 わ り、 日本人が 失い か けてい る、年配 者

へ の敬意 、家 族 を大 切 にす るこ と、勉学 に対す る姿勢 な ども、改め て気付 かせ て も らい

ま した。

以上 の こ とか ら、「韓 国」 とい う国 に魅 力 を感 じる よ うにな りま した。 そ して、 そん

な韓 国で 、私 は、私 の企 業 が持 つ理 念 を、「こん な想 い を持 って頑 張 って いる企 業 があ

るん だ よ。」 と伝 える、「国 と国 の懸 け橋 」 にな りたい と思 って い ます。

皆 さん1こ れか らもサ ポー トよろ しくお願 い します。 ちなみ に1

私 は、東 方神起 のチ ャン ミンが 大好 きです 。 いつか 、○○ ○ 〔会社 名〕 に1(← 言 っ

て しまい ま した。笑)東 方神 起 を招 い て、対 等 な立場 で お話 した い と考 えて い ます。

(笑)

あ りが と うござい ま した11

〈感想 〉

「有 意義 な時 間 を過 ご した。」 これが 、一番 の感 想 だ。個 人的 な ことで言 えば、 出だ し

声 が 震 えてい るのが分 か った。 そ して、覚 えた ま まを出力す るこ とに必死 にな ってい た

の で、相手 の心 に訴 えか ける とこ ろまで準備 で きなか っ た ことが 心残 りだ。 また、数 か

月前 まで は、ハ ングル を記号 と しか捉 え られ なかっ た 自分 が、 人前で韓 国語 を話 して い

て 、本当 に韓 国の 人に伝 わっ てい るのか、 自己満 足で は ないか と、疑 問が残 った。そ れ

と同時 に、本場 で試 した くな った。つ ま り、留学 して、 もっ と知 識 を深め たい と改 め て

思 った。

パー トナ ー と練 習 して い る時、 「日本 に興 味 を持 ち始 め た頃 か らの経緯 」 を聞 かせ て

も らった。そ こで感 じた こ とは、私 も含め 「日本 の学 生 は、先進 国で 生活 してい る わ り

に、〈井 の 中の蛙 〉」 だ と思 った。「大学 生活 」 とい うものの 時 間の捉 え方 に、いつ も驚

か され る。

そん な中、今 回の ような機会 も含 め、諸外 国へ の 「歩 み 寄 り」が 、来年 、再来 年 と盛

ん に行 われ るであ ろ う、後 輩 たち を羨 ま しくも思 った。 この場 は、本 当 に必 要 な場 で あ

る。 私 自身 、「暗記 して ス ピーチ を した」 とい う面 にお い ては 、「人は、 やれ ばで きる」

を再 認識 で き、 自信 に なった。 また 、 白分 の想 い を公 の場 で発表 で きた こ とを嬉 し く思

う。 「こうい う(そ れぞれ の)想 い を持 った子 たちが 、い るの だ よ。」 とい うこ とを、留

学生 は じめ、一般 の学生 た ちに も聞 いて もらい たい と強 く思 った。

貴重 な機 会 を与 えて くだ さ り、 あ りが と うござい ま した。

22G



23留 学生別 科 日本語

「日本語 の魅 力」

私 は留学生 別科 の○ ○○ です。 とて も真 面 目な学 生 なので 、面 白 くないか もしれ ませ

んが 、今 日は 「日本 語の魅 力」 につ いて 、お話 した い と思 い ます 。

中 国の大 学 で英 語 を専攻 してい る学 生 の多 くが 、第二 外 国語 に 日本語 を履 修 します。

皆 さん、 なぜ か わか ります か?彼 らは、 日本語 は漢 字が 多い し、単 語の 意味 も中 国語

と似 て いるの で、簡単 だ と思 うか らで す。

日本語 の助 詞や敬 語 、動詞 や形容 詞 の変化 、 日本語 の語順 は私 を悩 ませ る最大 の敵 で

す ・例 えば、 日本語 の 「私 はお金が あ りませ ん」 とい う文 は、 中国語 の文法 の順 番で は

「私 は あ りませ んお 金」 に な ります。 です か ら、 中 国人 に とって 日本 語 の勉 強 は決 して

簡単 で はあ りませ ん。 また、 中国語 の 中に は、 日本 語 と同 じ単語 で も意 味が 全 く違 う も

の があ ります。 「勉 強 」 は中 国語 で何 と言 う意 味 だ と思 い ますか?中 国語 で は強 制す

る とい う意 味 です。 み なさん は無理 に勉 強 してい ませ んか?お 父 さん、お母 さんか ら

強制 的 に勉 強 させ られて い ませ んか?日 本語 の文 法 につい て言 うと、 日本語 の文 法 は

韓国語 の文 法 に似 て いる と言 われ ます 。 日本語 の文 法が苦 手 な私 は、韓 国人が とて も羨

ま しいです 。で も韓 国は漢 字が使 わ れな くな ってい るの で、韓 国の 若い 人た ちは漢 字が

わか りませ ん。

この ように考 える と、 日本 にいる欧 米 人は一番 大変 で はな いで しょうか。漢 字 も難 し

い し、文法 も全 く違 い ます。 で も、 日本語 には外 来語 が とて も多い ので 、欧米 人 は抵 抗

な く勉 強で きる と思 い ます。 母語 に よって 日本語 を勉 強す る時 、比較 的簡 単 な ところ と

難 しい ところが あ ります。

です か ら、私 は世 界 の どの 国の 人 に とって も、 日本語 の勉 強 は平等 に楽 し く、平等 に

大 変 だ と思 い ます。 なぜ な ら、以上 に述 べ た ように、母 語 に よって簡 単 な ところ もあれ

ば、難 しい と ころ もあ るか らです 。学 習者 に とっ て簡 単 な問 題 はモ チ ベ ー シ ョン にな

り、難 しい問題 に出 くわ した とき、それ を乗 り越 え るこ とで楽 しさや嬉 しさが感 じられ

ます 。私 は これ こそが 日本語 の魅力 だ と思い ます。

私 の スピーチ は これ で終 わ ります 。 ご静聴頂 きあ りが とうご ざい ます。

陶
の
繭
◎

鑑
璽
彰駿

〈感想 〉

こ とば の フェ ステ ィバ ル に参 加 して楽 しか った です 。先 生 が紹 介 して くれ たパ ー ト

ナ ー と知 り合 って、一 緒 にス ピーチ の内容 を相 談 した り、原稿 を直 して もらった り、 ス
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ピー チの練習 を した りしました。

パ ー トナー と友達 にな り、ス ピー チが終 わ ってか ら、 またた くさんの悩 み ご とやい ろ

い ろな こ とを相 談 しました。 こ とばの フェス テ ィバ ル に参加 したお かげで パー トナ ー と

出会 い、嬉 しい です。

ス ピーチの準 備 の時、 日本語 の能 力が上 が りま した。 この こ とばの フェス テ ィバ ルに

参加 したため 、人前 で話す 能力 も鍛 え られた し、友 達 もで きま した。 これは私 に とって

い い経験 です。機 会が あ った らまた参加 しよう と思 ってい ます。

2.4法 学部3年 中 国語

《○ ○式 中文学 〉]法》

大家 好!今 天我 要演併 的題Ll是"○ ○式 中 文学>J法"。

首先 我 要 先 淡淡我 志 ム 背単 司。 我 在 維波 等 朋 友的 吋 候,藍 色、 黄 色、 黒 色、 粉狂

色._我 会在 心 里把毎 奈人的 衣服的 顔色 試着川 中 文去念。'与不 知道用 中 文志 ム念的 肘候,

就 算 吐朋 友等,我 也要先査 珂典 働t人一一一ド。迭 就 是我対 顔色的 学 〉」方法 。所 以現在 巳経没

有我不 知道 志ム念 的顔 色 ∫。 可 是速 ノト方法 在秋 天或是 冬天 的吋候 就不 管用 ∫。称 伯知道

力什 ム喝?因 力人家 几乎 都穿 一一祥 顔色的 衣服。

男外,一 一i＼星期 里我 会利用 一天在 家的 吋候 八川 中 文晩 盾。 除 ∫那 天以外 我 会利用 眼

朋 友耳卯天的 肘 圓尽.量用 知道 的 中 文単字 或句f去 践他イ「娩 活。 因力我家 人 都不会 中 文,所

以在 家用 中 文的吋候,一 点 几 都不 想学 沢 悟的家 人 都会 岡我"那 是什 ム意思 呪?"但 是 知

道意思 『又不 会去妃 官。 有肘弟 弟会 恨生代 対我 晩,"称 的 中 文太炬 ∫。"μ∫仔 以 后,我 慧

是会 虎"我 又不是中 文系的 学生,我 可是法 律 系的学 生,中 文只 是我 逸修的 第 二外 培,称

応 咳要 多多方奨我 才対ロ阿?志 ム迂 現我中 文恨灼 泥!"

・∫是最 近 母泉 対 我的 中 文有些 反庫 ∫。比 如 現,因 力我 常常 掠 手 机,所 以 在 家的 吋

候,我 常常 現"我 的f机 在 梛 几?"母 宗常 所我 現迭 句 活,所>J慣 ∫,地 会用 日悟告 訴

我,r机 在 梛 几。

迂 有我経常 会把 常川 的 余西的 名字妃 在便 利貼 ヒ,然 后貼 在家 里的 各企角落 。 毎天石

着看 着,不 知不 覚 中就L己住 ∫。 目∫是我 家 人覚得 速祥 不 好。 因力我 弟 弟 晩:"家 里到処 貼

満 一些 不能 理解 的 沢字 会音 生恨 多圧 力。"那 吋我 想用 中 文反駁 他,但 是我的 中 文水/卜述

不 好,不 知道志 ム川 中 文反駁 他。 八好 放奔,什 ム都 不 虎r。

力 ∫'学>J中文却給家 人帯 来恨 多困抗,我 覚得 恨不好 意思 。但是 在速 利り不境 ド激起 我

刃 学 〉]中文的 熱 情。 家 人井 不 是真 的 村灰 我学 〉」中 文,他 イ「h人力我 又 在倣 …些 奇 怪的 事
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几。反而 期待我 ドー 歩 要iイ ト広。所 以杁/》以 后我 要 吏加 努 力学 〉」中 文。 在不 久的将 来我

想 出版 一本能膨 物鋪 世界的"○ ○式 中 文学>」法"之1}。 敬 碕 人家 期待。

我 的演1井到此 鈷束。 謝 謝大家的 聡所。

O
嗣
O

Z
ρ
①

「○○式 中国語 勉強法 」

青色 、黄色 、黒 、 ピ ンク…。僕 は難波 で友 人 と待 ち合わせ てい る時 、心の 中で は人 々

の服 の 色 を中国語 で発音 してみ ます。 中国語 の分 か らない色 があ れば 、友 人を待 たせ て

で も、辞書 を引い て確 認 す る。 これが僕 の色 の勉 強法 です。今 で はわか らない色 はあ り

ませ ん。

しか し、 これは秋 や冬 には面 白 くあ りませ ん。 なぜ だかわか りますか?み ん なほ と

ん ど同 じ色 の服 だか らです。

僕 は家 では週 に1度 は、 中国語 しか 話 さない 日を作 ってい ます。他 の 日 も、分 か る単

語 や フ レーズは 出来 るだ け中国語 を使 い ます。家 族 は誰 も中国語 が分 か らないの で、僕

が 中 国語で何 か言 うと、必ず"ど うい う意味?"と 聞 きます が、覚 える気 はな く、弟 は

"下手 な中国語 を喋 るな"と 怒
ってい ます。

なの で僕 はいつ も"俺 は法学 部 の学生 で 中国語 は第二 外国語 で勉 強 してい るん だか ら

もっ とほめて"と 言い ます。

しか し最 近、母 が僕 のあ る中国語 に は反応 します。それ は"俺 の携帯 どこ～?"で す。

僕 は よ く携 帯 をな くすの で、何 度 も言 ってい る問 に覚 えた ら しく、 いつ も日本語 で ど こ

に携帯 があ るか を教 えて くれ ます。

他 には、僕 の使 う色 々 な もの には 中国語 の名前 が貼 ってあ ります。 それ を毎 日使い な

が ら見 てい る と、覚 え られ るの です 。 しか し家 族 は あ ま りよ く思 っ てい ませ ん。 弟 は

"訳 の分 か らない漢 字 が家 の 中に
い っ ぱい あ ってス トレスが た まる"と 言 うので 、僕 が

文 句 を中国語 で言 う と、諦 めて何 も言 わな くな ります。

僕 は家 族 に色 んな迷惑 をか けつ つ中 国語 を勉強 して い ます 。 しか し家族 は、本 当に嫌

が っ てい るわ けで は な く、"ま た ア イ ツ変 なこ と考 えて るぞ"と 、何 をす るか楽 しみ に

してい るのです 。 だか らぼ くは、 これか らも工 夫 して 中国語 を覚 え、上手 くな りたい と

思 い ます。

数年 後 に○ ○式勉 強本 が 出せ るよ うに…。

学生交流から始める国際化 その22欝
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〈感想〉

近 畿大 学 の こ とばの フェ ステ ィバ ル に出 た きっか け は、 その 直後 に控 えて いたJAL

の 中国語 ス ピーチ コ ンテ ス トの練 習 のつ も りで した。 で も実 際 、練 習 時間が少 な く、あ

ま り上手 く発表 で きず 、残 念で した。 しか し自分 の課題 が わか り、他 の人 のス ピーチ を

見 て、 次 に生 か そ う と思 い ま した。 こ とばの フ ェステ ィバ ル後 、先 生 に、「もっ と出来

たや ろ」 と言 われ て、そ れか ら猛 練 習 し、ス ピーチ コ ンテス トは 自分 で とて も満足 の い

く内容 とな りま した。そ れ はこ とばの フェス テ ィバ ルで の経験 があ った か らだ と思 い ま

す 。

こ とばの フ ェステ ィバ ル に参加 した こ とで 、語学 だ けで な く様 々な こ とを学 ぶ よい機

会 にな りま した。次 回 も挑 戦 したい と思 い ます。

2.5文 芸学部3年 ドイツ語

,,"M
einTraum

HabtihralleeinenTraum?MeinTraumistes,EnglischLehrerzuwerden.DafUr

gibteszweiGrUnde.むberdieseGrUndem6chteichheutegernereden.

Erstensmagiches,michinderSchuleaufzuhalten.MankannvieleErfahrungen

sammelnundmanselbstwachstmenschlichdurchdievielenBeziehungen,dieman

dortfUhrt.AnsolcheinemOrtm6chteicharbeitenundsoetwaswieeinenPlatz

erschaffen,andemjederfreiseinkann.

DerzweiteGrundist,dassichdieenglischeSpracheliebe.Wennichesschaffe,

perfektEnglischsprechenzuk6nnen,kannichmitMenschenausderganzenWelt

kommunizierenundmeinHorizontErfahrungenerweitertsichnochmehr.Ichwilldas,

wasichselbergefUhltundgelernthabe,anmeineSchUlerweitergeben.

AmEndewirdmeinTraumrea1.Ichbitteeuch,egalwiekleinerauchist,findet

eurenTraumundmachtihnwahr.

「私の夢 」

み な さんには夢 があ ります か?私 の夢 は英 語 の教師 に なる こ とです 。私が 英語 の教

師 を 目指 したの には二 つの理 由が あ ります。 今か らそ れ をみ な さんにお話 しした い と思、

い ます 。

まず一つ 目の理 由 としては、大 好 きだ とい うこ とです 。学校 にはた くさんの友達 や先
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生が いて 、い ろん な話 を聞い た り話 した りす る こ とがで きます。休 み時 間 には外 に出 て

た くさんの遊 び をみ ん なです る ことがで きます。 ク ラス全員 で協力 し合 っ て花 を育 て た

りウサ ギ の飼 育 を した りも します。 時 に は友 達 とけん か を した りす る こ と もあ ります

が 、仲直 りをす る たび に仲 を深 め る ことがで きます。つ ま り学校 で はい ろんな経験 が で

きるので す。 そ して 人間 的 に とて も成長 で き ます 。私 はそ んな学校 とい う場所 で 、生徒

一・人ひ と りに 「居 場所」 を作 って あげ たい と考 えてい ます 。

二 つ 目の理 由 と して は、英語 が大 好 きだ とい う ことです。 私 は小 さい ころか ら勉強 が

大好 きで した。知 識 が だん だん と身 につ い てい くこ とが 楽 しい と感 じて い たか らです 。

しか しそ んな私 が唯 一嫌 い だ ったの が英 語 の勉 強 です。 英語 はす ご く難 し く感 じた し、

私 は 「日本 人は 日本 語 だけ話 す こ とが で きれば十 分 だ」 と考 えてい ま した。そ んな考 え

を持 ってい たので英 語 はあ ま り勉 強せ ず、授 業 に もつ いて い けな くなっ てい ま した。 し

か しあ る春 の 日、地 元 の駅で花 見 を しに きた外 国の 人に道 を尋 ね られ ま した。 もち ろん

私 は何 も答 える こ とが で きませ んで した。 その ときに初め て、英 語 を勉強 して おけ ば よ

かっ た とす ご く後悔 しま した。そ の時 か ら少 しず つ英 語 を勉 強 す るよ うにな ってい きま

した。英 語 を話せ る よ うになる と、違 う国 の人 た ち ともコ ミュニ ケー シ ョンが とれ る よ

うに なる し、今 よ りも もっ と視野 が広 が って、 いい こ と尽 く しだ と思 ったか らです 。最

初 は わか らない こ とだ らけで、何 度 も挫 折 しそ うにな りま したが、 わか らない ところ を

先 生が 丁寧 に教 えて くだ さった おか げで 、だ んだ ん英 語が で きる よ うにな ってい き ま し

た。英語 が得 意科 目に なる と、知 らない 問に英語 が大好 きに なってい ま した。

私 の夢 は英 語 の教師 に なる こ とです 。 身 をもって 感 じた英語 を学 ぶ こ との楽 しさ を生

徒 に伝 え、 そ して学 校 に生 徒 の居場所 を作 っ てあげ たいで す。

最 後 にな りま したが 、「夢 」 は生 きる力 に な ります。 み な さん も小 さ くて もいい ので

自分 自身の 「夢 」 を見つ けて くだ さい1

の
繍
の

灘
璽

2.6文 芸学部1年 韓 国語

「韓 国への愛 」

(ドラマ のセ リフ)

・囚 ・図 レ図 隠 刻{}皇 呈 皇ほ又q重}号 三叫 ・回 州入回 司豆 ,刈 フ下尋号 暑 ヌ倍 唱苛

川 宅 唄薯 叫呈 尋号 三叫 叫暑 暑 司λ→銀告 月 叫.号 叫」13叫kユ 囲 唱叫 斗 早 ワ→苦?窪 フド

暑 入囚 皇 呈,7191ロ 牌1社01駐 号 三i斗ロ事暑 旦 叫入回 銀 銀セ 司,ユ 草呈セ 望薯91三 冴
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叫 耳 川 叫・1・¶日三 セd1唱 暑・判斗刈,烈 〒量 到 朗糾 州 鴛 η図 三 昊苛 子 銀冒目叫.ユ

朝 匠 暑 〒一,重旨 三 叫叫フ国 早 手 叫 器暑 午 フト叡 銀告月 叫.暑 忌 スト}三 妊苛 州 し肢}

望到セ 剤ス1鴇鍛 冒目叫.

望Pレヨd1セ,困 含立呈 巫 早司一入回B螺 セ 司,暑 亙 畳・校}号 魁 超 ス研 喜暑 暑 召苦

午 フト叡 銀告月{斗.を 昇魁暑 司 召 暑 ヱ 銀ゼ 唄唱皇 呈三,叫 ヌレ駐号 剛 薯 唄 社{≧ フト劉1

碧肚 せ ・レ琶 魍 重胴 皇 沼 ヌレ囲1・ト雫司月 列 望叫しド 叫ス圃!1叫 ユ 号 司旦ユ 翌 銀望スL..

01早 呈{≧ 亡陪 一剛 王!三 忍胡暑円 子豆 .

ス陪 叫ヱ 司囚 尋号 尾}暑 剛♀ヱ 戴セ 裂三 司早 司早 ス月・桧畑1看 フ回 朗♀ ユ 銀告 日

叫.魁 牡 ス1晋 刈到 昇 王ゼ 重}号魁呈 司糾フトフドま胡 スR三 唄 昭月叫.ユ{梱 を琴 呈斗 翌

刈呈ol叶 フ1暑 叶辛明 旦 ヱ 翌司 豆.ユ 司ヱ を 朗叫ゼ σ1唱 望○}叫王 誉 皇目 をヨ十叫 趾 週

宅 望暑 さトヱ 翌台 日1斗.

耐号 三叫叫,叫 手 ユ 甘 ～ 釜 明剰皇 ～!!

(ドラマの セ リフ)

これは私 が一 番最 初 に覚 えた大好 きな韓 国 ドラマ のセ リフで す。韓 国 との出 会い は ま

さに韓 国 ドラマ で した。 中学3年 生 の と きにお 母 さん と冬 の ソナ タを見 た ことが きっか

けで す。 そ こか ら毎 日の ように韓 国 ドラマ を見続 け ま した。 その と きに 日本の ドラマや

日本 のバ ラエ テ ィー も見 る こ とが少 な くな り、友達 の会話 に もつい てい けな くな りま し

たね。そ れで も私 は ドラマ に夢 中 にな り、 もう自分が とめ られ なか ったのです 。そ して、

今で も私 の韓 国へ の熱 意は変 わ りませ ん。

この前 、初 めて鶴橋 に行 きま した。韓 国語が飛 び交 う鶴橋 は私の テ ンシ ョンを さ らに

上 げ ました。本場 の生 の韓 国語 を聞いて るだ けで気持 ちが高 ま りま した。

キ ムチ を売 っ て るおば ち ゃん に どれだ け、"ア ジュ ンマ ビ と言 いたか ったか。 今度 ま

たチ ャレ ンジ してみ ます。

今 私 は学校 で 韓 国語 の勉 強 を して い ますが 、 もう楽 し くて楽 しくて 仕方 あ りませ ん。

や は り私 の 目標 は韓 国語 を話せ るよ うにな るこ とです。 そ して ネイテ ィブの韓 国人 の方

と、韓 国語で話 を して みたい です。 将来 は、 どん な形 で もい いので 韓国 と関 わる仕事 を

したいで す。

〈感想 〉

私 は韓 国語 で こ とば の フェステ ィバ ルに参加 しま した。 まだ韓 国語の学 習 も6ヶ 月で
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した。 で も しゃべ りたい1話 したい1と い うこの気持 ち だけで 、や る気 さえあれ ば どん

な こ とで もチ ャレ ンジで きるんだ な と改 め て思 い ます。

私 のパ ー トナ ーは 同 じ学科 の韓 国 人の友達 で した。 原稿 を訳 して も らい 、最 初 にパ ー

トナー の友 達 にそ の原 稿 を読 ん で もらい ま した。 正直 、 そ のス ラ ス ラ と話 され る韓 国

語 を聞 い て 「無理 や ん」 っ て思 って し まい ま した。 「こん な ん しゃべ れ る よ うに な る

ん?」 って ち ょっ と焦 りま した。 で も出来 た ら格好 い い1絶 対 しゃべ りた い1っ て思 っ

て、一生 懸命練 習 しま した。

私が 本番 まで どうや って練 習 して きたか は、今 後の韓 国語 の勉 強、 それ だけ に とどま

らずそ の他の語 学の勉 強 に も役立 つ と思 い ます。

まず パ ー トナー に ス ピーチ を読 んで もらい、 その声 を携帯 の録 音機 に録 音 しま した。

ひたす ら通学 中や 、昼休 み や、下校 中に聞 きま した。 そ して声 が 出せ る場所 で、一 文ず

つ聞い て止 めて話 す、 聞い て止め て話す の繰 り返 しを続 け ま した。私 の練習法 はそれ だ

けです。

文法 な ど詳 しい勉 強 は して ませ んが 、今 で もス ピーチの 内容 は韓国語 で話 せ ます。い

つか難 しい文 法 な どを勉 強 す る と きに も頭 に残 っ てい るス ピー チ は役 立 つ と思い ます。

今 後の韓 国語 の勉強 に も活 か してい ける と思 う し、何 よ りも自分 に 自信が つ きま した。

こ とばの フェ ステ ィバ ル に参 加 出来 た ことは私 に とって韓 国語 を勉 強 す る上 で大 きな第

一一歩で した
。

また機 会が あれ ば参加 したい と思 い ます 。

籍J
O

一
〇

Z
ρ

①

2.7文 芸学部1年 中 国語

《吃坂 ∫喝?給 我的 后示》

大 家好!我 叫 ○○○ ○。我 是 文乞系中 文科 ・年扱的 学生 。

"吃 販 ∫1喝?"翻 怪成ID吾
,是"ご 飯食 べ ま したかP"大 家 玖力 速句 活 是什2、意思

泥?

対 」:没学辻 中 文的 人来 晩,速 句 活只能 杁字 而L来 看,就 是晩 敢力亡仮 仮是在 、劃司対

方有没有 吃販 而己。 不辻,速 句 話井 不是 真的想 囲対 方有没 有吃 坂,而i是 中 文中 一般的 寒

喧 悟。

虎起 迭全寒 喧 唐,杁 前中国 迂恨 貧究的 吋候,如 果遇到 了吃 不炮的 人,就 会 招待他 到

家 里 吃域。 速就 体 現 ∫中LI』文化 中 的 博愛 精紳 。 当我 学 ∫速 句 寒喧 的 肘候,我L人 力速 是

"没 有吃坂 就没 有精紳"的 意思
,是 在委娩 地 、Jヒ同対 方是 否好喝?知 道 官 真IE的 意思之 后,
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我 玖力 速句 活非 常 好。 呉吋我 想,如 果 有机 会,我 一 定 川迭 句 活 来和 中 国人 打招 呼。 ・∫

是,所 晩年 軽人現 在井 不常 川迭ノト寒喧 唐。 也咋是 因力現 在 己経没 有人 因吃不1泡而煩 悩 了

肥。 在 日語中没 有迭 ム好 的寒喧 培,我 覚得恨 遺憾。

所 現最近年 蜂人在 児面的肘候,多 用"去 梛 里?""最 近 志ム祥?"来 代打 招呼。 大家

有没 有笈 現中 文多川 疑同句 来作 寒喧L吾呪?速 些都 是朋 友之 岡 一般 的打 招呼 方式,而 不是

真的 在一剥司対 方志 ム祥。 我看迭 些疑 岡式的寒 喧 悟中包含 ∫中国人 力対方着 想的 滅意。

我 人概 牛年 前 斤始接 触 中文,毎 晋学到 新的 司悟和 文化 差昇,我 都会 感到 非常 新鮮 。

毎 次我 都 感到 自己一・直生 活 在非 常 狭窄 的 世界 里。 因此,我 想 要 更加 努 力 汗拓 自己的 眼

界。

将 来,イ ∫机 会的 活,我 想在 海 外工 作。 中国 有一 句 活叫"入 多随俗"。 如果 我 嵩升 日

本到 外 国[1作,必 須要r解 和接受'与地 的凪俗>」慣 。所 以我 ド定決心,要 在大学 的4年 岡

学 〉痩 多迭 方面的 知 誤,実 現 白己的 妙想。

我的演 り1二到 此姑 束。 謝 謝 人家。

「ご飯食べ た?か ら広が る私 の世界 」

みな さん こんに ちは。私 は○○○ ○です 。文芸 学部 の中 国語 コース1回 生で す。

"吃飯 ∫鳴?"を 日本語 にす る と"ご 飯 食べ た?"で すが
、 い ったい この文 章 に は ど

うい う意 味が あ る と思 い ます か?こ の和 訳 だけ を聞 くと、 中国語 を学 んだ こ とが ない

人は、 ただ相手 にご飯 を食べ たか ど うか を尋 ねてい る と思 うで し ょう。 しか し実 は この

文 章、 ご飯 を食べ たか ど うか を聞 きたい わけ では ないの です。 な ん と実 は、 これが 中国

語 の ご く一般的 な挨拶 なの です。

どうや らこの挨拶 は 、昔 、 中国が 貧 しか った頃、博 愛主 義的 精神 でお腹 をす か した人

が い れ ば家 に呼 んで ご飯 を食べ させ てい た こ とに よ る もの ら しいで す。 私が この挨拶

を知 った ときは、(ご 飯 をたべ ない と元気 がで な いか ら、遠 まわ しに元気 か どうか を尋

ねて い るの で はな いか)と 思 っ たの です が 、本 当の 意 味 を知 っ た と き、 以前 に増 して

中国語 が素敵 だ と感 じ、中国 の人 と話 をす る機 会が あ った らぜ ひ 、 この挨拶 を使お う1

と思 ってい ま した。 しか し、 聞 くところに よる と、 今現在 この"吃 飯r鳴?"は 、特 に

若者 の 問で は、使 われ る ことがほ とん どない よ うで す。 おそ らく、食べ物 に は困 らない

世 の中 にな ったか らで しょう。 日本語 の表 現 には ない、 とて も素敵 な挨拶 だ と思 ったの

で 、私 は残 念 だなあ と思 い ま した。

ち なみ に、最 近の 若者 は挨 拶 と して"ど こ行 くの?"や 、"最 近 どうP"と 尋 ね るこ
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とが多 いそ うです。 疑問 文が 多い なあ と感 じませ んか?こ れ ら も、本 当 に答 えが必要

で 質問 してい るわ けで はな く、ふつ うの友達 同士 の挨拶 ら しい のです が、私 は、疑 問文

にす るこ とで どこか相 手 を思 いや る とい う中国人 の優 しい気持 ち を感 じま した。

私 は 中国語 を学 び始 め てか らまだ 半年 程 度 しか た って い ない の で、新 しい こ と を教

わって は言 葉や 文化 の違い につい て驚 きの連続 です 。そ のた びに私 は、今 までの 自分 は、

とて も狭 い世 界で生 きて きたのだ と感 じます 。そ して もっ と自分 の世 界 を広 く したい と

思 うように な りま した。

だか らわ た しは今 、将 来 は海外 で働 きた いな あ と思 って い ます 。 もし日本 を出て働 く

のな ら、郷 に入 っては郷 に従 え とい うよ うに、そ の土 地の風 俗 や習慣 をも知 らなけれ ば

な りませ ん。 だか ら私 は、 この大学 生活 で それ らにつ いて も学 び、将 来 は夢 を実 現 した

い と思 い ます 。

以上 で終わ ります 。 ご清聴 あ りが と うござい ま した。

蘭
㊤
繍
の

　滋
璽
爾

〈感想〉

大家好1我 叫○○ ○○。 私 は、 この ことばの フェ ステ ィバ ル にでる2週 間 ほ ど前 か ら、

何 度 この文章 か ら始 まるス ピーチ を練 習 した こ とで しょう。

事 の発端 は、先 生が 「で てみ ない?」 と誘 って くだ さった こ とです。私 は最 初、 とん

で もない1と 思 い ま した。 中国語 を学 び始 め て、 まだ半年 足 らず。 ス ピーチ なん て、絶

対で きない1と 。 で も、「留 学生 を紹介 す る よ1」 先 生 の その一 言 で、 私 は勇気 を出 し

て、 出 る決心 を しま した。

台 湾 とい う国が大好 きで、 中国語 コー ス に入 学 した私 。将 来は 、台湾 で働 けた らいい

な あ、 と さえ思 って い ます 。 だか ら私 は 出来 るだ け中 国人や台 湾 人の友 達が 欲 しか った

ので す。

留 学生 のパ ー トナー に助 け て も らい なが ら、 こ とば の フェステ ィバ ルに向 けて準 備す

る毎 日は、 とて も楽 しか った です。 そ して彼女 た ちの 日本語 は とて も上 手で 、私 も中 国

語 を もっ と頑張 ろ う1と 、 とて も刺 激 ももらい ま した。

あ っ とい う問 に、 ことばの フ ェステ ィバ ル当 日が きて、 あっ とい う問 に、 自分 の順番

が 回 って きま した。 緊張 して しまって、 ス ピーチ は、練 習 どお りとはい きませ んで した

が 、最後 までや り遂 げる こ とが 出来た ので、満 足 してい ます。

自分 の番が 終 わって 、ふ～ っ と息 をはい た と き、そ れ までの約1ヶ 月間 を思 い出 しま

した。 しん どい と思 った こと もあ った け ど、心の 底か ら、 出て よか った なあ と思 えま し

学生交流から始める国際化 その2麗9
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た。

また、 フェス テ ィバ ルで はふ だんあ ま り耳 にす る こ との ない、 ドイツ語や韓 国語 、 さ

らに は タイ語 まで聞 くこ とが出 来て、 本当 に楽 しいひ と時で した。

この ことばの フェ ステ ィバ ル で得 た もの。 そ れは 「少 しばか りの 自信 」、 「これ か らの

中国語 に対 す る心 意気 」、「新 た な 目標 」そ して 、「大切 な友達 」。 今回パ ー トナー にな っ

て くれ た留 学生 とは一 生付 き合 っ てい け た らいい な あ と思 い ます。 本 当 に出会 えて よ

か ったです。ほ んの少 しの勇気 、行動 が こんな に もた くさんの もの を、私 に くれ ま した 。

お まけに特 別賞 とい う結果 もつ いて きて くれて 、 とて も嬉 しか ったで す。 きっ と必 ず こ

れか ら先、今 回の経験 は役 立 って くれる と思 い ます。

今 は誘 って くだ さった先生 や 、パ ー トナーの留 学生 、応援 して くれた友達 ・家族 に感

謝で いっ ぱいです。 あ りが と うござい ま した。

28理 工学部2年 タイ語
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チ ェ ンマ イ を初 めて訪 ねた のが高校2年 生 の時 。

初 めての海 外、外 国 人に なって とて も新鮮 さを感 じま した。

現 地 に着 き、初 め て聞い た タイ語 は全然 分か らなか ったけ ど、 タイ語 の響 きは今 も忘

れて い ませ ん。

チ ェ ンマ イは タ イの第2都 市 であ り、 とて も綺 麗 で北 のバ ラと言 わ れてい ます。

そ の時 出会 った友達 も、今 はチ ェ ンマ イ大学 の大学 生 とな ってい ます 。

中に は英 語 、 日本語 、 中国語 を 自分 で勉 強 し、 タ イ語 もあ わせ 、4ヶ 国語 も話 す こ と

が で きる友 達 もい ます。

またチ ェ ンマ イ大学 は とて も広 く、僕 も初め て行 った時 す ご く驚 きま した。

今 年の8月 にチ ェ ンマ イに行 き、現地 の生活 や文化 を知 りま した。

2007年 、 タイ人はチ ェ ンマ イに、庭 を王様 の為 に造 りま した。

しか し現 在、 地元 の人 はあ ま り行 かず 、園 内に は人が少 ない です。
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「この ような綺麗 な庭 を造 るお金 が あ るの に、何 で他 の事 に お金 を使 わ ないの?」 と

友達 に尋 ね ました。

「この庭 の 全体 をタ イのお金 だ けで造 ったの で はな く、世 界 中か ら色 々な 国が参 加 し

て造 り、王 様 に差 し上 げ ま した。 なぜ な ら、 タイ人 は王 様 が一番 大事」 だ と僕 に伝 えま

した。

僕 は タイの文化 を少 ししか知 らず 、凄 く失礼 な質問 を した と反省 しま した。

国に よって、 文化 も違 い 、考 え方 も違 い ます。

外 国語 を学 ぶ上 でほか 国の文 化 も学 ぶ こ とが で きます。 また、考 え方 も学ぶ こ とが で

きます。 その ため僕 は外 国語 を学ぶ ことは大切 だ と思 い ます 。

あ なた もそ う思い ます か?

〈感想〉

ス ピーチ コ ンテス トに参加 し、 タ イ語 の色 々な表現 や新 た に知 る文法 、凄 く勉 強 にな

りま した。 タ イ語 の文書 を作 成 して タイ人 に見せ る と、意 味 は分か る け どニ ュア ンスが

違 うな ど、 日常 会話 と公会話 の違 いや 、完 壁 な文法 で話 す こ との難 しさ を感 じま した。

決 め られた期 限が あ り時 間 にせめ られ なが ら も、楽 しみ なが らタイ語 を勉 強 で き、発 表

す る までの過程 が とて も濃 い もので した。

タイ語の 原稿 を準 備 する際 に、 日本語 → タイ語→ 日本 語 と した ので、 タ イ語独 特 の表

現 を日本語 に訳す とい った作 業 も し、何 て 白分 は 国語力 が無 いの か も思 い知 ら され ま し

た。

発表 前 よ り現在 で は、話せ る構文 が多 くなった ので 、単語 の入 れ替 えで様 々な表現 を

言 え るよ うにな り、 タイ人 との コ ミュニケ ーシ ョンが以前 よ り楽 し くな りま した。

人前 で タイ語 を発表す る とい った こ とが全 くなかっ たので 、 ス ピーチ コンテス トの機

会 を与 えて もらえ た事 に、感謝 の気 持 ちで一杯 です 。

29経 済 学 部3年 ドイ ツ 語

。亡rberGeographie"

Heutem6chteichUberGeographiesprechen.

IchhabefrUhergedacht,dassGeographienichtsospannendist,aberichwolltees

mirgenauerdarUberlernen.

UmGeographiezulernen,mussmannichtnurdieNamenderLanderkerlnen,
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sondernesistauchn6tigObergeschichtlichen,wirtschaftlichenundpolitischen

Hintergrundbescheidzuwissen.

OhnediesesWissenistesnichtm6glich,dasFachGeographiezustudieren.

Ichhabegemerkt,dasseseinweitesFeldanInformationenben6tigt.

WahrendichUberGeographielerne,habeichInteresseanDeutschentwickeltund

lernejetztauchdiedeutscheSprache.

DadurchdassichGeographieangefangenhabezustudieren,habeichInteressean

sovielenanderenDingenentwickeltunddasistetwassehrwicthtiges,wieichfinde.

Damalshatteichniegedacht,wiespannendesseinkann,UberGeographiezulernen,

aberjetztweiBich,dassesderrichtigeWegwar.
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「地理 で学 んだ こ と」

僕 は地理 を学 ぶ こ とに よ り得 た こ とを話 します。 中学 生 の頃、 地理 はそ れ程、得 意 な

科 目で はな く歴 史 のほ うが得意 で した。 高校 で は、理数 科系 の学科 に進 み ま した。 しか

し得 意 な世 界 史や 日本 史 とい った歴 史の科 目 を取 れ なか ったため 、地理 を取 る こ とにな

りました。そ れ まで地理 に対す るイ メージ は、世 界 史や政治経 済 と比べ る とス ケールが

小 さ く見劣 りが して、知 名度 が低 く話題 に も上が らず 、地味 でパ ッと しない と考 えて い

ま した。

しか し詳 しく勉 強 してみ る と、 地理 は歴 史や政 治経 済、 地学 、数学 とい った他 の分野

まで足 を踏み 入れ な ければ な らない事 ばか りで、 今 まで抱 いて いた地 理の イ メー ジが 変

わ りま した。 地理 は国 の名前 と文 化 と地 図記 号 を覚 える だけで はな く、他 の学 問の知識

に よ り成 り立 っ ていて 、一言 に地 理 と言 って も、その 範囲 はか な り広 い こ とが わか りま

した。例 え ば 中世 に描 か れた 地 図の 見方 を勉 強 した り、 中 国の 政治 体 制 に関 す る勉 強

や、地 震の起 こる メカニ ズムの勉 強や 、 中世 ドイツの農業 の勉 強 な ど様 々です 。 さ らに

縮 尺 図の距 離 を求 め る計算 と国 と国 の時差 を求 め る計 算 には数 学の 知識 を使 い、歴 史的

な事件 が起 こった国 の勉強 は世 界 史の知識 を使 うな ど、他 の科 目の 知識 も必要 に な りま

す。 この よ うな科 目なので 自然 と他 の科 目の知 識が 身 に付 きま した。他 には地 理独 自の

知識 と して、 ある国 の文化 や宗 教、民 族 、一言語 、政 治体制 、歴 史 な ど細 かい点 に まで関

係 してい ます 。

大 学で は経済 学部へ 進学 し、国際経 済学 を専 攻 し、地理 を勉 強 して いて ドイ ツに興 味

を持 っ たので ドイツ語 を学 ん でい ます。特 にゼ ミでは東 南 アジ ア経 済 を受講 して い ます
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が、専 門分野 の勉 強 だけで な く他 の分野 に も興味 をもつ こ とが大切 だ とい うことが、地

理 を学 ぶ事 を通 して わか りま した。 この よ うな事 を勉 強 してい くうちに 「こん な国が あ

るの か」 と思い 、 自分 の世界 観 を広 げる上 で役立 ち、 ニ ュースや新 聞 で取 り上げ られ る

国際情 勢や 国際政治 に興味 を持 つ こ とがで きま した。

210経 営学 部2年 中国語

「私 と中国語」

大家好。 我是蜂 蕾学 部的○ ○○○ 。

今天我 要演 併的 題 目是中 文 勺我。

囚力我恨 喜炊台 湾的偶 像団 体 「一燐合海 」,所 以想要L人真学 好中文 。

有 天晩E我 看 ∫日本 深夜 播 出的 台 湾偶 像 刑 「公1{小 妹 」。我 恨 喜炊 別 里的 男 貢角,

之后 知道他 是 「畔合海 」的 成員,才 漸 漸 ∫「始 喜 炊E迭 ノト匿i体。偶 像刷播 完后 我迩E團 我

r他 イ円的 相灸 影片,真 的 覚得他 佃恨 リ巾,所 以 ノト始 支持他 佃。

然 后,我 力r想 要所憧 他伯 晩的 事,便 升始 玖真学 〉」中 文。

井 且力r取 得 中 文栓定,我 也増加r中 文環的 吋数 。 一ノ「始 只是 力r学 校 的学 分 而学

中 文,不 辻現 在有 ∫新的功 力,珪 我 毎次L中 文喋都覚得 恨1干心、。

男外,我 打 算 明年 二月 去台 湾留 学,玖 浜台 湾朋 友。 不但 可以学 〉」中 文和 台湾 文化,

迂 想去看 看L午多的擁 販和 夜 市。

現 在我学 〉ユ中 文的rl林 是,希 望有一 天我 ・∫以在 一ド拉OK完 整的 唱出 「一鱗合海 」的歌 。

最后,我 非常推 荏台 湾偶像 創 「公1{小 妹 」希 望大家 有机 会 淀 要看 一次。

感 謝大家的胎 所,謝 謝。

み な さまこん にちは。経 営学 部の○ ○○○ です。

今 日は、私 と中 国語 について お話 します。

私が 中国語 を真 剣 に学 びたい と思 ったの は、台 湾の ア イ ドル であ る 『飛輪 海』 を好 き

にな ったか らです。

私が 「飛輪 海』 を知 った きっか け は、 日本 で深夜 に放 送 して いた 『う まんす五段 活用

(公主小 妹)』 とい う ドラマ を見 たのが きっかけ です。私 は 、そ の ドラマの主役 を演 じて

いた俳 優 を好 きにな り、 『飛 輪 海』 の メ ンバ ー だ とい う こと を知 りま した。私 は 、 ドラ

マの放 送が終 わ ったあ とも、彼 らの動 画や ドラマ を見 てか っ こいい と思 い 『飛 輪 海』 を

とて も応援 した い と思 うように な りま した。
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さらに、彼 らが話 してい るこ とを少 しで も分 か る ように な りた い と思 い、 中国語 を真剣

に学 びたい と思い ま した 。

そ れか ら、中 国語の 資格 を取 るため に勉 強 した り、中国語 の授 業 を増 や した りと、生

活 の 中で 中国語 を学ぶ 時 間が増 えて行 きま した。単 位 のた め に始 め た 中国語 で したが 、

今 で は中国語 を学ぶ た びに一一つ一 つが 新鮮 で、楽 し く学 んで い ます。

また、 私 は2月 に台湾へ 留学 す るつ も りです 。台 湾で は、友 達 を作 り、言葉 や文化 を学

ぶ だ けでな く、屋台 や市場 な どに行 ってみ たいで す。

今 の私 の 中国語 に対す る 目標 は、「飛 輪 海の歌 を カラオ ケで完 壁 に歌 え る ように なる こ

と」です 。

最後 に、 ドラマ 『公 主小妹』 はおすす め の ドラマ なので 、皆 さん もぜ ひ一 度見 てみ て

くだ さい。

ご静聴 あ りが とうご ざい ま した。

〇

一
〇

Z
◎
°①

〈感想〉

私が ことばの フ ェステ ィバル に参加 しよ うと思 っ た理由 は、 中国語 を習 う場 はあ って

も話 す場 が 少 ない とい うこ と、発 表 した内 容 の一 部分 をいつ か 使 え るか もしれ ない と

思 ったか らです。 ことばの フ ェステ ィバ ルは、今 習 ってい る こ とを少 しで も話す ことが

出来 る ぴっ た りの 場 だ と思 い ま した。 発表練 習 時 に は、 とにか く発音 に注 意 しま した。

発 音 が 間違 っ てい る ところ は何 度 も練習 し、 自分 に しみ 込 ませ る気 持 ちで 練習 しま し

た。発 表時 は、 緊張 して前 に立 った瞬 間、覚 えてい た原稿 が全部 飛 んで しまい 、何 回 も

原稿 を見て しまい ま したが 、そ れ もい い経験 にな った と思 い ます 。 ほかの方 の発 表 を聞

いて いる と き、私 も もっ と頑 張 って勉 強 しよう とい う前向 きな気 持 ちに な りま した。 こ

とば の フェステ ィバ ルは、 す ご くいい経 験 に なった し、 中国語へ のや る気 も強 くさせ て

くれ ま した。 参加 して とて も良 か ったです 。

211文 芸 学部3年 韓国 語

「韓 国留 学体験 」

?}碧 苛禰豆.刈 セ{}叫 叫早 司含 叫斗 杢}司一唱 ○ ○○○ ○○○ 唱目亡ト.

01遇(月 晋尾}叫暑01喜 胡刈 ○レη望 イ}唱刈圖 叫ヱ呈 σ1叫唱千暑 殿亡ト鉄告 貝亡ト

刈セ 刈 ・回(月 呈刈 尋号 豊暑 剛♀ヱ 戴ス榎},司 辛 到重圏 暑 昔 司ヱ 翌 司刈 。1遇弁 叫暑

召!習司一銀告 月亡ト.
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。閲 ヌ梱 喜ス囚 ,日 子 耳 朝司呈 君 毅薯 刻{}・1銀司 豆.

裂せ早 日 暑囚 金 魁甘 。1銀銀・囲豆.君 薯 忍碧 州 銀望 入梶}斗 セ 製 司嘔 。1銀ス冊 君 磐

入回 書 別 三回 量テ・日叫 望喜 ・判呈 入囲 η図 毘薯 。1・レ 階 耳午 銀・刃豆 .ユ せ薯 刈 司呈

碧ス1三昊 戴司皇.

唱刈1司 司一皿(判 司一てま薯(月 司1斗 モ斗(¶刈 融号(>1暑 剛♀ ヱ 翌τ斗÷i}苦暑宅 昇司皇 呈 呈銀

フい 畷}d1糾 フ囲 ・肢}呈 ♀1フ隙 告 月叫.王 妊 刈圃 号暑 釧 書 旦 望{}暑 苛 明 日辛 萢苛

ス圃 亙 ・1季刈 日銀 含月叫 .

屠甘 尋テ・判暑 列叶 司列 曜 モ州 祖苛ヱ 翌舎 魅 ・1召 社 き到ス1鴇 。ト刈 ・せ日一η}銀ス1唱,

o}曾}日一η干暑oi刈 赴ヨ÷01司1州重}(苔碧司1暑暑 呈一(ヰ千銀亡トヱ 想z種}月 亡ト.

尋号 州 戴暑 剛セ 毘薯 刈碧暑 糾 司ユ 喜ス囚 鷲 ・1叫威告 月叫.

甘 望社 測舎 胡刈 スレ忌唄暑 円皇呈 プレ1三 蝕告 月叫.

司 司暑セ スレ計週含 。圃 豆?

スレ曾唱金 召薯 ム叫 川日 そ}薯 型剋 日1碧豊 庚 ・1司ヱ州 豆.

ユ 射叫三 ロ1含紐 ・1叶弁司 州セ 手早 刻 弔 剛 望 プレ1三 蝕告 目叫.

望手 望司 早唱薯 観ス回 冠子暑 叫 司 月ム王 蝕告月 叫.ユ 司ヱ,早 喫旦叫王 君菩剤 州

王 社フト司一司 憩昇 王 睡叫 鉄(>i皇.

踏薯 唱甘01望 銀(>1豆.ユ 目甚(川 刈ゼ 耐昇 σi暑呈モー日 を司一川 羽 飯(>1豆.尋 肝 到 明

己i甚碧肚 そ}入ト脅月τ斗.

王 フ樟1フト銀亡ト屯 日 翌 刈 毘薯 天・dl1丹旦ユ 盤 告t!亡ト.

明司暑 刈斗 社01フ ト入1裁告 月η}?そ}入種}月 亡ト.

こん にちは。 文芸学 部、芸術 学科 、3同 生の○ ○○○ といい ます。

私 は今 回 の夏休 み を利 用 して、2ヶ 月 間韓 国 の延 世大 学 へ語 学 留学 に行 って きま し

た。

私 は、第二言 語 として韓 国語 を学 び は じめ 、 もっ と会話 力 をつ けたい と思 い、今 回留

学 を志望 しま した。

今回一 人で 、 しか もフェ リーで 行 くのは初 めてで した。

さっそ く初 日か ら、様 々な出会 いが待 って いて 、船 で 同 じ部 屋 にな った韓 国人の姉 さ

んや 日本 人の大学生 な ど、み ん な初 対面 なが らも、 す ぐに仲 良 くな り、韓 国語 や 日本 語

を交 えて明 け方 まで語 り合 い ま した。 さすが に次の 日は、足 元が 危 うかった です。

延世 大 学 の語 学堂 で は 、い ろ んな 国か ら、 韓 国語 を学 びた い とい う共 通 の 目的で 集
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まっ た人 たち だ ったた め、和 気謁 々 と した雰 囲気 で したが、 や っぱ りそ こ は世 界共 通 、

飲 み会 を通 して さらに仲 良 くな りました。

意思疎 通 を韓 国語 で行 わ なけれ ばい けない ため 、伝 えた い事が うま く伝 わ らない歯 が

ゆ さが あ りま したが、 その歯 がゆ さが 、私の韓 国語 に対 す る情熱 に火 をつ けて くれた と

思 い ます 。

韓国 にい る間は さま ざまな体験 を しよう と一人 で よ く出か け ま した。

今 回 は3日 連続 一 人で ジ ャジャ ン麺 も食べ に行 きま した。

み なさん、 ジ ャジャ ン麺 てわか ります か?

それ は黒い スパ ゲ ッテ ィーの よ うな もので 、 とて もおい しく最高 です1

他 に も美術館 に行 った り、ス ーパ ーには主 婦 なみ に毎 日行 きま した。

一週 間に2回 テニ ス も し、初 めて結婚 式 に も参加 し、幸せ もも らっ て きま した。

週2回 は、現地 の友達 が通 うテニ スサ ーク ルに も参 加 し、2ヶ 月間、本 当 に充実 した

日々で した。

た くさんの 出会 いがあ りま した。 このお かげ で私の韓 国語 の向上 につ なが りま した。

韓 国のみ な さんあ りが とうご ざい ま した。

また機 会が あれ ば、次 は もっ と長 く、 いろん な ところ に滞 在 したい と思い ます。

皆 さん も旅行 、一緒 に いかが で し ょうか?

カムサハ ムニ ダ

の
繍
の

鑑
璽
⑳

〈感想 〉

今 回 こ とば の フェステ ィバ ルに参加 して、大 勢 の人 の前で外 国語 を使 い ス ピー チす る

とい う貴重 な経験 をす る ことが出来 ま した。

一般 教 養 の第二 言 語 と して韓 国 語 を選 択 してお り、 そ の授 業 を通 して今 回 の フェ ス

テ ィバ ル参加 の機 会 を得 る こ とが で きま した。発表 は苦 手 ですが 、 自分 を試 す いい機会

だ と思 い、 参加 を決 意 しま した。 発 表 までの 準備 は思 った以 上 に時 間が かか りま した。

まず 日本 語で 発表文 を作 成 し、そ れ を韓 国語 に訳 す とい う作 業 を行い ま したが 、思い通

りに翻訳 が 出来ず 、何度 も修正 を繰 り返 しま した。発 表 まで残 され た時間 も少 な く、翻

訳 を手伝 って くれ る留学 生 の 方 とも十分 な時 間 を とれず 、 ほぼ 自身で翻 訳 を行 い ま し

た。そ の後発 表 まで、 ス ピーチ文 を呪文 の よ うにひ たす ら一 人で音読 を行 い ま した。 し

か しい ざ本番 となる と、や は り緊 張の あ ま りに頭 の 中が真 っ 白にな りそ うに な りま した

が、 なん とか無 事 に終 える ことがで き、特 別賞 まで受賞 す る ことが で きま した。
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夏休 み を利 用 し短期留 学 を実現 させ ただ けで はな く、それ を さ らにス ピーチ とい う機会

に まで発展 させ る ことが で きた とい う面で も、貴重 な体験 だった と思い ます。

2.12文 芸 学 部3年 ドイ ツ 語

。DasechteLachen"

IchheiBeOOOO.IchstudiereBuhnenKunst.IchlerneDeutschdreiJahre.Ich

m6chtezuerstDeutschlandnicht,aberjetztmagichDeutschlandundichwillnach

Deutschlandreisen.HeutesprecheichaufDeutschdarUber,wasichheutzutage

gedachthabe.InderStadtseheichtraurigeMenschen.IchstelleIhneneineFrage.

亡berwaslachstduinletzterZeit?Wennwirerwachsensind,1achelnwirumdem

GegenUberfreundlichentgegenzukommen.DasistfUrmichnichtsch6nanzusehen.

Esistalsobmansichselbstbe1UgenwUrde.AberBabyskennensolcheLOgennicht.

Sobaldwirabererwachsensind,lernenwirunsereGefUhlezuunterdrUcken.Dasist

aberfalsch.MansollteseinenGefUhlenfreienLauflassen.

JedochintraurigenZeitensolltemannichtnochtraurigersein,sondernimHerzen

lachen.

ZumSchlussm6chteicheuchzeigen,wiemanlacht.SchiebeinfachdieMundwinkel

mitdenFingernhoch.

EinLachelnerhelltjedenTag,dennegalwiedunkelderTagauchist,werlachelt

gewlnnt.

VielenDank.

「本 当の笑顔 」

こん にち は。舞台 芸術 を専攻 してい る○ ○○ ○で す。 ドイツ語 を学 ん で3年 に な りま

す。 最初 は ドイ ツが あ ま り好 きで はあ りませ んで した。 しか し ドイツ語 を学ぶ につ れ ド

イツが とて も好 きにな り、今 で は早 く ドイ ッを旅 したい気持 ちで い っぱいです 。

今 日はそん な ドイツ語で 、最 近思 ったこ とを話 します。

街 を歩 いてい る と、暗い顔 の 人や、 怒 ってい る ような顔 の人 を見か け ます 。 日が 沈 む と

動物 が眠 る ように、暗 い所 には楽 しい事が 起 こ らない と思 い ます 。

で は、 み な さん に聞 きます。 最 近、何 につ い て笑 い ま した か?私 た ちは 成長 す る

と、 ウソの笑い をす る ようにな ります。それ は、私 に とって見苦 しい こ とです 。それ は、

譲38



自分 に ウソ をつ いて い るこ とと同 じだか らです 。 しか し、赤 ちゃん はそ んな ウソの笑 い

を知 りませ ん。 成 長 し、 色 々な こ と を学 ぶ と、 自分 の 気持 ち を抑 え る ように な るの で

す。 それで は ダメです 。 自分 の気持 ちは 自由 に表 現す るべ きです 。 けれ ど も、悲 しい時

は悲 しい顔 を しないで、 む しろ、心の 中 を笑 顔 に して下 さい。

最後 に笑顔 の作 り方 を教 えたい と思 い ます 。 とて も簡単 です。 指で 口の端 を持 ち上 げ

るだ け です。 暗 い 日で も、 み ん なが笑 顔 に な る と、笑顔 は 日々 を明 る く して くれ るで

しょう。

御 清聴 あ りが とうご ざい ました。

籍δ
〇
一
〇

Z
P
⑳

〈感 想〉

「出 る事 に意味 が あ る」 と心 か ら感 じた フェ ステ ィバ ルで した。 日本 語 と違 う文法 で

文 を作 る事 、 私の文 に合 った単 語 を選ぶ事 は大 変 で もあ り、服 を選 ぶ よ うで楽 し くもあ

りま した。 なぜ な ら私 が好 きな言語 だか らです 。

留 学生 と知 り合 い、そ の国 の話 を聞 く事 もで きま した。 この フェステ ィバ ルに出 た事

で 、言語 力、 やる気 な どが確 実 に増 しま した。 覚 える作業 は独 自の 方法 を生み 出 し、友

達 に癒 して もらいなが らしま した。 お蔭 で落 ち着い て発表す る事 がで きま した。

これ まで中 国語 と韓 国語 の違 いが分 か りませ ん で したが 、 中国語 はか わいい音 で 、韓

国語 は 中国語 よ り重 い響 きをす る とい う、新 しい発 見 を しま した。他 にタ イ語 も聞 けた

し、何 よ り留学 生 の 日本 語 の素 晴 ら しさに は驚 き、 私 も負 け てい られ な い と思 い ま し

た。

絶 えず応 援 して くだ さった先生 、留 学生 、友 達、全 ての 人 に感謝 の気持 ちで いっ ぱい

です 。あ りが とうご ざい ま した。

213経 営 学部1年 日本 語

「好 きこそ ものの上 手 なれ」

み な さん、 こん にちは。私 は経 営学 部 キ ャリアマ ネジ メ ン ト学 科1年 生 の○○○ と申

します 。今 日は、私 と日本語 につい てお話 した い と思 い ます 。

私 は2007年 の10月 に来 日 して、 も う今 月で2年2ヶ 月 目にな ります。 まだ 日本語 は

それ ほ どう ま くあ りませ んが、喋 れ る ように なる まで どんな努力 を してい るか、 どん な

練 習 を して いるか につ いてお話 した い と思 い ます 。

最初 に言い ますが 、何 をす るに も、楽 しむ、 とい うこ とが一番 だ とお伝 え した いです。

学生交流から始める国際化 その2239
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私が2007年 の10月 、 日本 に来た ばか りの ころは ひ らが な さえ書 けず読 めず で、大変 で

した。 外 に出れ ば、耳 に 日本 語が 目に も日本語 が入 って きて、全然 聞 き取 れ な くて、 も

や もやす る ことが 多か った です。駅 に行 っ て もアナ ウ ンスが何 を言 ってい るのか分 か ら

ない し、新 聞や テ レビな ど も写真 な どを頼 りに しない と理解 す るこ とが で きませ んで し

た。

今 、考 えてみ れば 当然の ことで したが、 当時の 私 は、 日本 語が 全然 聞 き取 れ ない、全

然読 め ない 自分 自身の こ とが 、 もどか しか ったです 。

そん な時、 ある 日本 語 ボ ランテ ィアに入 る機会 があ りま した。 そ こは 日本 人の ボ ラ ン

テ ィアが外 国 人に 日本語 を教 えてい る ところで 、 クラス レ ッス ンの他 に もBBQや キ ャ

ンプ な どイベ ン トが た くさん あって 、友達 もつ くるこ とが で きま した。 プライベ ー トで

た くさん遊 び に行 った り、楽 しい こ とが盛 りだ くさん のボ ラ ンテ ィアで した。

こ こで は 日本 語 を勉 強す る とい う よ り、 日本語 を自然 に吸 収 して い く感覚 を覚 え ま し

た。 や は り、楽 しんで覚 え る とい うこ とが 、心 に も負 担 な く、 自分 ら し く成 長で きる重

要 なエ ッセ ンスなの だ と、思 い ま した。これが一 つ 目の、好 きこそ もの の上 手 なれです 。

もちろ ん、楽 しむだ けではあ りませ ん。

日本語 ネイテ ィブの 人が話 してい て、 聞い たこ とが な い単語 はすべ て こっそ り携 帯 に

打 ち込 んで、 家に帰 っ て辞 書 で調べ ま した。会話 を止 め る ことが嫌 だ ったので、 その場

の空気 を覚 えて、後 でそ の言葉 の意 味 を把 握 してい きま した。約 一年 半で携 帯 に打 ち込

んだ単語 は、2000語 に も至 りま した。

で も、 この作 業 は私 に とって全 く苦 にな りません で した。1語 覚 えれ ば、 また一つ知

識 が増 え、 もう1語 覚 え る と会話が ふ くらむの を実感 で きたか らです。

そ して、今 私は近 畿大学 で大 学生 を してい ます。今 までは標準 語 の敬語 ばか りを使 っ

てい ま した。 ですが 、 ここで は友達 と話す 日本 語、先 生 と話す 日本語 、 また まだ 日本語

を 日々学 んで い ます 。友 達 と遊 び なが ら覚 え た 日本語 も、ゼ ミで覚 えた 日本語 も今私 の

身につ いてい ってい ます。

どんな に コ ミュ ニケ ー シ ョンが とれて も、 やは り日本語 は私 に とっ ては外 国語 で す。

テ レビをつ ければ分 か らない言 葉が まだ まだ飛 び交 って い ます 。です が、新 しい言葉 が

また私 の携帯 に入 る ことに喜 び を感 じます 。一 つ、 また成 長 してい るのが単 語 数 にで て

いるか らです。

最 後 に、み な さん に言 い たい こ とがあ ります。

好 きこそ ものの上 手 なれ、 これ は私た ちが何 か を始 め る時 な どに とて も重 要 な考 え方



だ と思 い ます 。楽 しむ心 を常 に忘 れず 、私 もこれか ら も成長 してい きた い と思 い ます 。

あ りが とうござい ま した。

鱒
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〈感想〉

最初 こ とばの フェ ステ ィバ ル にでて み ない?と 先生 にす すめ られ た ときは、 みん なの

前 で ス ピーチ す るって こ とが恥 ず か しくて 、せ っか く先生 が言 って くれた の に もかか わ

らず、 やめ てお こ うと思 ってい ま した 。が 、 まわ りの 友達 をは じめ他 の知 り合 い まで に

も、せ っか くだか ら出 てみ た ら?と い う声が かか る よ うにな り、いつ まで も恥ず か しい

とい うこ とで逃 げ てい る 自分 の性 格 を直 そ う とい う気 持 ち に次 第 に変 わ って い きま し

た。結局 は、 自分の性 格 を直そ うと気持 ちを固め 、参加 す るこ とに しま した。

参加 申 し込 み も遅か った し、 出 よう と決 めた の も遅 か ったの で、言 葉の フェステ ィバ

ルに 間に合 うか ど うか心 配 で した。た った の3分 間の ス ピーチ とい え ども、短期 間で 完

成 す る ことは難 しくて 、て こず りま した。 しか し、 自分 を応 援 して くれ る友達 や先生 の

ため に も自分 の ため に も頑張 らない と、 とい う気 持 ちで頑張 って、何 とか 言葉 の フェス

テ ィバ ル に間に合 わせ ま した。 自分 の 中で はなか なか満 足 で きるス ピーチ が 出来 ま した

ので、 とて も うれ しか ったです。

とて もいい経験 を させ ていた だい てあ りが とう ござい ま した。

2.14文 芸学部1年 韓 国語

「私 と韓 国語」

刈セ 暑胡 入ト般 辺 列朗 司一州 唱司一胡刈 琶号司 暑 号早 司ヲ1入修}蝕 含し1叫.ロ1勉 呈君 囚

尋号・図暑 号早 苛ヱ 銀告日[干.ス1舌 薯 州ld叫 ・判叫・苔千 暑7例 ♀同 刈(ヨ 想司 苛ヱ 銀台

月叫.
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曽 李 叙刈 日 銀告月{斗.そ}マ}融 司糾三 量 牛 虫畑1瑚 入1号 早 到 召盈{}喫{≧ 唄 召。囚

フ階 目 叫.号 早 譜 剛 フトを 菩 望暑 司薯 喜司 叫セ 環暑 刈 石 望暑 暑胡 刈 盈召 誹川 日 銀

告し1叫.

望薯 ・判斗 尋昇・囲7ト日桧 す}眉 。1謄 。囚 剛♀ フ1唱 叫ヱ暑 耐 目叫.糾 ス榎}尋 号(月暑 著

早司週 入1暑 司フ園 ユ 望薯司斗 叫喜 噌三 毘{斗セ 環暑 と 烈告月 叫.ユ 叫 早日 午 唱 。1呈

晋 州 ・囲司♀図 フい レ斗銀ス榎}王 フ同 一ス1鴇ヱ 叫告 昇豆 暑 ♀同 望立呈呈 望想司 号早 毬

唄唱 月叫.

私 は今 年 の4月 、近 畿大 学 に入 学 して、 韓 国語 を勉 強 し始 め ま した。 毎 日少 しずつ 、

韓国語 を勉 強 してい ます 。今 は来年 の語学研 修 に行 くため に、頑張 って い ます。

韓 国語 の勉 強 をす る よ うにな った きっかけ は、韓 国 の音 楽 に興味 が あ ったか らです 。

当時 は 日本 語 の翻 訳 が あ って こそ 、意 味 を理解 す る こ とが で きま した。翻 訳 に頼 らず

に、理 解 で きる ようにな りた くな りま した。そ れで韓 国語 の勉 強 を しよう と思 った ので

す。

近畿 大学 に 、韓 国語 を専 攻で きる コー スが ある と知 って、受験 を決心 しま した。大 学

で韓 国語 を勉強 す る 自分 の姿 を思い 描 きなが ら、勉 強 を頑 張 りま した。合格 の 通知が 来

た と きの、 つい に長年 の夢が 叶 うんだ1と い う喜 び を今で も覚 えてい ます。

入 学 してか らは、期 待 して いた とお りの授 業 を受 け るこ とが で き、同 じ趣味 を持つ 友

達 もいて 、毎 日わ くわ くしなが ら学校 に通 ってい ます。 日々勉 強 を しなが ら、 少 しずつ

で も聞 き取 れ る よ うに な り、意 味 もわか る よ うに な りま した。 簡単 な会話 な らで きる よ

うにな り、勉 強の成 果が表 れ てい る ようで嬉 しい です。勉 強 をす る うえでの、 一番大 き

な原動 力 は興味 であ る とい う ことを、 身を もって実感 しま した。

日本語 と韓 国語 は、似 てい る部分 が多 くて勉 強 しやす い と聞 きます。 しか し、勉 強 を

してみ て、似 てい るか らこそ 間違 えやす く、違 っ た点 もた くさんあ る とい うこ とも感 じ

ま した。 それ を感 じた頃 か ら授 業 は、少 しずつ 難 しくなって きてい ます が、諦 めず に次

の 目標 に向か って これ か ら も一生懸 命学 んで い くつ もりです 。

〈感想>

10月 下 旬、 わた しは科 目の担 当の先生 か ら授 業 中に、 こ とば の フェステ ィバ ルの話 を

聞 きま した。最 初 はそれ ほ ど乗 り気 で はなか った のですが 、 人前で ス ピーチ をす る、 し

か も外 国語で の発表 がで きる機 会 なん てなか なか ない し、お もしろそ うだ と思 い、参加
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を決 め ま した。 わた しは今 年の春 、近 畿大学 に入 学 し、韓 国語 の勉強 を始 め ま した。 自

分 の実力 にそ れ ほ ど自信 が あ った わけ で はあ りませ んが 、昨 年 の大 会 の話 も聞 いて い

て、好 奇心 で参加 す る ことに な りま した。主 催 の先生 方か ら紹介 を受 けたパ ー トナー は

以前 に少 し面識が あ った 人で、気 楽 に取 り組 め る な、 と思 って い ま した。 自分の書 ける

だ けの文章 を作 り、原稿 を完 成 させ てパー トナ ー にチ ェ ッ ク して もらい ま した。 自分 で

はそ れな りに 自信 が あっ たのです が、話 す ときは こ う言 わない 、 この 表現 の使い 方 は間

違 って る、 と次 々 と訂 正 され、 びっ くり してい ま した。で も、教科 書 で はまだ習 って い

ない ような表現 や、聞 き手 に伝 わ りや すい表 現 を教 えて も らえた し、言 い たい事 自体 は

ち ゃん とわ かる よ、 と言 って もらえて嬉 しか ったです。

しか し、それ か らはパー トナ ー とも予 定が 合 わず 、わた し自身 も忙 し くてなか なか練

習 をす るこ とが で きませ んで した。何 とか 原稿 を頭 に叩 き込ん だ頃、 本番前 に授業 中先

生が練 習 の時 間 を設 けて くだ さ り、人前 で 発表 す る練習 をす るこ とが出 来 たので すが 、

コースの 同級 生 しか いな いの に どうに も緊張 してい まい、 た だの棒 読 み にな って しまい

ま した。先 生 は褒め て くだ さったけ れ ど、 い まい ち勢 いが つかず 、本 番が不 安 にな って

い ま した。 それ か らは毎 日原稿 を読 む練 習 を しましたが、 内容が 固 い内容 なだ けに聞 い

てい て も面 白み にか ける し、他 の人が どんな こ とを書 い てい るか とか 、 どれ ぐらいの実

力の 人がい るのか とか 、そん な ことばか り考 えて練 習 に気が 入 りませ んで した。

本 番 当 日、不 安 に思 い なが ら も会 場 に 向か い ま した。 部屋 に入 っ た瞬 間、 とにか く

び っ く りしま した。思 っていた よ りも規模 が大 き くて、発 表者 の前 には審 査員 の先生方

が どん と構 え てい らっ しゃって 、席 につ いた途端 わ た しは萎縮 して しまい ま した。他 の

発表 者 の 人が話 して い る内容 も今 で は も う全 然覚 えて い ない し、 同 じ韓 国語 で発 表 し

て いる人 のス ピーチ を聞 くのが嫌 にな るほ どで した。 い ざ出番 がや って きて発表 台 に立

ち、口 を開い た とき、震 えてい る 自分 の声 を聞 いて足 まで震 え ま した。気 をつ けて いた

はず の発音 に も全然気 が 回 らない し、見 な くて も言 え るよ うにな ったはず の原稿 に も何

度 も 目を落 と して、 その 度 に震 え てい る 自分 の手 が 目に入 っ て頭 が真 っ白 にな りま し

た。 大学 に入 る まで に、何 百 人 もい る生徒 の前 で 発表 を した経 験が 何度 もあ ったの で、

自分 は本 番 に強い とばか り思 ってい ま したが 、外 国語で話 してい る とい うこ とと、練 習

不足 が仇 に なって 全 くとい ってい いほ ど実力 を発揮 で きませ んで した。 原稿 を急 遽 追加

して、言 いた い こ とを言 えた こ と自体 には達成 感が あ ります が、発 表全体 か ら考 える と

余 計 なこ とを したな、 と後悔 して い ます 。慣 れ ない こ とはす る もの じゃない な、 と思い

ま した。応 援 して くれ た友達 やパ ー トナー、先 生 には 申 し訳 ない気 持 ちでい っぱい で し

◎
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たが、 これ で 自分 の実力 を実 感す る こ とがで きた し、貴重 な経 験 をす る ことが で きた と

思 ってい ます 。

発 表 を通 して感 じた こ とは、準 備 は や りす ぎて もや りす ぎで は ない 、 とい う こ とで

す。後 か ら聞い た話 ですが 、参加 者の 中 には週 に何 度 もパ ー トナー と会 い、練 習 を して

い た人 もいたそ うです 。 わた しは原稿 のチ ェ ックの一度 以外 は一切 打 ち合 わせ を してい

な くて、 当然の結 果 だ と思 い ま した。 もう少 し余裕 を持 って練習 や準備 を してい れた ら

よかった と思 い ます 。頑 張 って勉 強 して きた韓 国語で ここ まで 自分の ことを表現 で きる

と思 うと、勉強 の成果 が表 れて い る ようで嬉 しいです 。 また機会 が あれば参 加 したい と

思 い ます 。その時 は今 回 よ りも成長 した韓 国語で 、入念 な準備 を して挑み たいで す。

2.15文 芸 学 部3年 ドイ ツ 語

「 ドイ ッ と 日 本 の お 国 柄 」

IchheiBeOOO.

IchstudierejapanischeLiteratur.IchlerneDeutsch3Jahre.

IchwerdeheuteUberethnischeWitzeundUberdenNationalcharakterderbeiden

LanderDeutschlandundJapanerzahlen.

Eswirdgesagt,dasssichsowohlDeutschlandalsauchJapaninvielenDingenahnlich

sind.

AbernaturlichgibtesauchvieleUnterschied.WirJapanersindangeblichalle

gleich,invielenDingenunentschlossenundgehenmitunsererDenkweisealleineine

Richtung.ImGegensatzdazuherrschtdasBild,dassdieDeutschenmitLogikihre

RegelnsorgfaltighUtenoderimmernurBiertrinkenundWurstessen.

WennmansichsolcheinenWitzUberNationalcharakteranschaut,siehtman,dass

esmeisteinestereotypischeDeformationist.MenschenhabenindividuelleDifferenzen.

Aberichdenke,dassinmeinemLandNationalcharakterexistiertunddasnichtalles,

wasUberunsgesagtwird,falschist。Dennmansagt。aneinemOrt,andemesnicht

brennt,kannauchkeinRauchaufsteigen."

私の 名前 は○ ○○ です。

日本文 学 を専攻 していて 、 ドイツ語 は3年 間勉 強 してい ます。

私 はこれ か らエ スニ ックジ ョー ク な どにみ られ る、 日本 と ドイツの 「国民性 」や 「お

244



国柄 」 とい った もの につい てお話 した い と思 い ます 。

日本人 と ドイツ人 には似 てい る ところがあ る と言 われ ます。

そ ん なニ カ国 です が 国 ご とに持 た れ てい る イ メー ジ には 、や は り違 い は多 々あ りま

す 。そ れ らに よる と、私 た ち 日本 人は集 団主 義的 で優柔 不 断、周 りに流 されやす く、 ド

イツ人 は論理 的で ルー ル を守 り、 ビー ル とソーセ ー ジをか っ食 らって い る、 とい うこ と

だそ うで す。

こういっ たイ メー ジや ジ ョー クにみ られ る 「お 国柄」 な どとい うもの は、大抵 ス テ レ

オ タイプで、 デ フ ォル メ され た ものだ し、 人間 には個 人差が あ ります 。 しか し私 は国 ご

との 「国民性 」 は存 在す る と思 ってい ます し、 なか なか的 を射 てい る部分 もあ るか と思

い ます。 「火の ない と ころ に煙 は立 た ない」 のです 。

@
繍
◎

灘
黛
の

〈感 想〉

私 は今 回、 『こ とばの フェス テ ィバ ル』 に ドイ ツ語 で参 加 させ て もらい ま した。 しか

し私 は ドイツ語や ドイツ文化 に触 れ るのは 、 とて も楽 し く大 好 きなの です が、私 は も と

もと大勢 の 人の前 でス ピー チや発 表 な どをす るこ とが とて も苦手 なので、不 安 もあ りま

した。

そ んな私が 参加 した のは 、準備段 階 での留 学生 の方 との 交流 とい うのが とて も大 きな

魅 力 だった か らです。普 段生 活 してい て も英 語文 化 な らと もか く、 ドイツ文化 と接す る

機 会 はなか なか無 いの で、 いい きっか け にな る と思 った こ と、 やは り生の ドイツ文化 に

接 す るこ とが で きる とい うことが楽 しみで した。

実際 に ドイ ツか らの留 学生 に手 伝 って も らって発表 準備 を してい る と きは、 お互 いに

拙 い ドイツ語 、 日本語 、英語 を交 え て コ ミュニ ケー シ ョン をと りま した。 ビデ オな どの

受 け取 るだ けの もの で はな く、や り取 りをす る とい うの は この 上 ない 刺激 にな りま し

た。発 表本 番 はやは り緊張 して しまい ま したが 、そ れで も生 きた異文 化 に触れ 合 えた こ

とは本 当 にいい経験 で した。

216経 営学 部2年 中国語

「私 と中国語」

大家 好。我 叫○○ ○○ ○,是 近畿 人学 蜂蕾 系 二年扱的"}ζ:生、,我ノ種台学 〉」汲 悟的 理 由

是,在 大学 入学 肘,螢 然 我的 第:外1吾 吋以杁1!嫉11,法t吾,徳 悟,双 悟速 四 円1吾言中逸

掻,但 是我 杁中逃 捧 ∫双 培。

学生交流から始める国際化 その2麟5
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至f力 什 ム我逃 掻r汲 培,在 我 看来,汲 培恨誰,但 也恨 有趣,'自 虫然 是我完 全 未知

的 悟1},但 我 玖力官 対我 的将来 会恨 有幕助,所 以我 想学 〉」官,井 希望能用 汲 悟和中 国的

朋 友イロ交流。実 防L,通 辻 速 ・年来 学 〉]双培,我 感 触最深 的是;双 培的 笈 音和 折 音 たヲ日

悟不同,非 常 誰。 日悟的 笈 音即 使 有点 不同,也 能理 解官 的意思 。但 是双 培的 活笈 音只是

穂 微錯 ・点,意 思就 会完 全改 変。越 学沢 悟,就 越友 現 有恨 多地 方都不憧,但 越 想学 好双

悟 ∫。

虫然 我現 在述不 是恨 明 白,但 我 的 目杯是学 好官 井能 川 日常 会 活,井 巨我迂 想交t/1二多

的 中 国朋 友。 在 大学 四 年 里,我 打 算 去 一次 台湾 或 中国,所 真 虚的 中 文,吃 中国 的特 色

菜。我述 想看 中国的 屯影,所 中 国的 音示井想体 雅恨 多中 国的 文化 。

我 現 在杁 故 多凶山 来到 近 畿 大学 求学,在 人学 里 玖枳的 中国 人 都恨熱 心,也 有L遊

心 。不仮 恨侃 服他イ「J,述 蜂常被 他佃 感功 。我 也想 向他佃 一祥 不断 努力吸牧 新的 知 枳充実

自己的 大学生 活。 謝謝 大家 。

み な さん、 こん に ちは。 私 の名 前 は○ ○○ ○○ です 。近 畿大 学 経営 学 部 の2回 生 で

す 。

私が 中国語 を始 めた きっかけ は、大学 に入 っ た ときに、第2外 国語 を韓国語 、 フ ラン

ス語 、 ドイツ語 の 中か ら選べ たの ですが 、そ の 中で中 国語 を選択 した こ とです 。何 故中

国語 に した のか とい う と、 中国語 は発音 が難 し く、私か らす る と未 知 の言語 で、是 非習

得 して喋 れ る ように な りた い と思 った か らで す。実 際 に1年 と少 し勉強 して きて最 も感

じる こ とは、 中国語 は発 音 や ピ ンイ ンが 日本 語 と違 って とて も難 しい とい うこ とです。

日本語 は発音 が多 少違 って いて も理 解す る こ とが で きますが 、 中国語で は発音 を少 し間

違 えた だけ で意味 が全 く変 わって しまい ます 。 中国語 を勉 強 すれ ばす るほ どた くさん分

か らない と思 うこ とが 出て きます が、勉 強す れ ばす るほ どもっ と中国語 がわ かる よ うに

な りた い と思 い ます 。

今 は まだ ほ とん ど何 も分 か らない状態 です が、 いつか 中 国の人 と日常 会話 を話せ る よ

うに なるのが 私の 目標 です。 そ して中 国の友 達 をい っぱい作 りた いです 。大学 在学 中 に

一 回 は台 湾 か中 国に行 き、現 地で生 の 中国語 を聞 きた い と思 って い ます 。そ して 、中国

の郷 土料 理 を食べ てみ たい です。 そ して、 中国の映 画 を見 た り、 中国の音 楽 を聴い た り

してた くさんの中国 の文化 に触 れたい です。

私 は今 、地 元の 岡山 を出 て大 阪 の近畿大 学 に通 ってい ます が、そ こで 出会 った 中国出

身の人 は とて も熱心 で 向上心 の高 い人 ばか りでいつ も感心 します。 私 も見習 って た くさ
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んの ことを吸収 で きる ように、 これか らの大学生 活 を頑張 って い きた いです。

轟ゆ
〇

一
〇

Z
ρ

①

〈感 想〉

ス ピーチ コンテ ス トは結局 覚 えた文 章 も飛 んで しまい 、悔 しい部 分 もあ りま したが 、

私 に とって 中国語 を本格 的 に学 び始 め る第 一歩 に なった と思 ってい ます。 私が この企画

に参加 しよう と思 った 時 は、 中国語 は好 きだ け ど発 音 もピ ンイ ン も少 しわか る くらい

で 、意識 しなけれ ばす ぐめち ゃ くちゃ になっ て しまい、 それで も自分 で は よ くわか らな

い状 態で した。 しか し、 ス ピーチ コ ンテ ス トに向 けて準備 を してい く中で 、中 国の留学

生 に指導 して もらい 、 ピ ンイ ン発音 の大事 さが 身 に しみ てわか りま した。 少 しわか る よ

うに もな りま した。練 習 の上 でた くさん の中 国の方 と出会 う機会 もあ り、 とて も刺激 の

あ る準備期 間 とな りま した。パ ー トナー の方 は とて もい い方で 而倒 見 も良 くて 、本当 に

感謝 して い ます。

本 番で はい ろい ろな 人の発表 を聞 いて いる うち に、中 国語 を中国語 と して学習 して い

た 自分 に気 づ か され ま した。 中国語 は中 国 とい う国 で は、 日本語 と同 じよ うに生 活す る

の に当 た り前 に使 われ てい る もの で、 日々の積 み重 ね なんだ と改め て思 い ま した。 中国

語 を学習 す るので はな く、 自分 の言葉 と して使 い こなせ る ように なる ように、 これか ら

頑張 って い きたい と思 い ます 。

学生交流から始める国際化 その2鱗 譲



語
学
教
育
部
ジ
ャ
ー
ナ
ル

3.第2回 『パ ー トナ ー シ ップ』及 び 『こと ばのフ ェステ ィバル』 の写 真

3.1『 パ ー トナ ー シップ』

交流 開始 名刺交換

歓談 早 口 ことばゲー ム

3.2『 ことばの フ ェス テ ィバル 』

会場(多 目的ル ーム) 緊張を隠せない参加者たち

2壌8



ス ピーチ① 真剣に聴く審査員

ス ピー チ② 熱心に見入る観衆

発表者と審査員

O
繍
◎

譲
◎
勧
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